


















招待作家予定は総点数75点。日本画7 水墨

画７ 洋画11 彫刻13 書12 写真12

県別では 青森10 岩手12 宮城12 山形13

福島８ 秋田20

３ 彫刻制作の実際

平成25年12月に彫刻制作に取り組んでいた。

自身の研究テーマである源流シリーズの流れ

である。源流シリーズは私の制作ルーツであ

る。主に野焼きで巨大な彫刻作品を制作して

来た。この源流シリーズは2000年の銀座のギャ

ラリーでのグループ展での発表に始まった。

その時点ではまだ源流シリーズは抽象形態で

あった。舟形の作品とアンモナイトの型によ

る作品、幼児に粘土を握らせ焼成した作品、

砂（シャモット）を組み合わせた、実験的な

作品であった。幼児は当時は４歳で、現在17

歳である。つまり「源流シリーズ」は、14年

間にわたる作品テーマである。

この作品題名の「源流」という響きは、物

事のルーツを探り、真実を見極めようとする

思いが感じられ、鑑賞者へも伝わりやすいの

ではないかと思い長年にわたり使い続けて来

た。今回は国文祭の招待作品ということで、

この「源流シリーズ」の集大成として作品を

制作する決意をした。

ここ２、３年の源流シリーズはあらたに

「神話」という世界観が加わって来ている。

そもそも源流シリーズは物事のルーツを探る

ことを制作テーマにしてきた。そして最近は

もっぱら人間のルーツについて作品を制作し

ている。人間のルーツ：起源を考える時、必

ず行き当たるのが「神話」である。現代科学

ではＤＮＡ追跡などで人間のルーツを知るこ

とができる。また脳科学の分野では、脳の進

化から人間のルーツを知ることができるだろ

う。しかしながら、人間の思念のルーツ、そ

れは古代宗教や、古代の遺跡、もっとさかの

ぼれば原住民の洞窟の壁画など、様々な手段

が考えられる。私は彫刻という立体芸術よっ

て人間のルーツを解き明かしてみたい。そう

考えた時に、古代から人類に受け継がれて来

た「神話」という世界が、非常に魅力的に映

り、彫刻表現に応用しやすい様に思えるので

ある。「神話」のなかの人間像を見て行くと、

半人半獣という超人たちの存在に気付かされ

る。特にギリシア神話に象徴されるが、ヘラ

クレス、パン、セイレーンの魔女、人魚、な

どなど、実に多種多様である。

最近、私が最も注目しているのは「鳥人」

である。羽の生えた人間。それは神の使いで

ある。キリスト教では天使として、マリアに

受胎告知をするのも羽を持った、天の使いで

ある。それ以前には、ギリシャ神話の中に

「ニケ」という勝利の女神が羽を持った女性

の姿である。良い表現だけではない。悪魔の

姿にも、ときどき羽を持った姿で表される。

悪魔の羽は“コウモリ”を連想させる。たし

かにコウモリは夜に飛び、動物の生き血を吸

う、恐ろしいイメージがあり、それがそのま

ま悪魔のイメージになったのかもしれない。

反対に天使のイメージは白い鳩や白鳥のよう

な純白が、清らかで正しいイメージを醸し出

すのだろうか。

私が今回制作したのは、女性像で羽状の板

を背中に持つが、決して天使をイメージした

ものではない。日本、特に東北に伝わる鳥人

伝説のようなものを象徴的に表現した。つま

り、ある神話の場面を限定的に制作したわけ

ではなく、もっと普遍的なイメージにして表

現に幅を持たせたのである。

ただし「鳥人」は意識している。鳥人は、

時には天使の様に神の言葉を人間に伝え、ニ

ケの様に人々を勝利に導き、時にはコウモリ

やカラスの様に闇：死の世界に人々を導く。

この羽をもった姿で、人間を導き、時には人

間を翻弄する。つまり何処からともなく現わ

れ、追えば天高く逃げてしまう。それは人間

の運命そのものの様でもある。自分ではコン

トロールできない存在。代表されるのは、生

と死だろう。今回、私の作品は、そう言う意

味でも、天使でも悪魔でもない、ましてニケ：

勝利の女神でもない。強いていうならば、人

間がコントロールすることができない存在、
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つまり人間の“運命”を象徴した像である。

制作自体は、学生時代から培った塑造技法

を使い、テラコッタ：素焼彫刻として仕上げ

た。この像は一旦、塑造技法で230cmの等身

より大きい女性像を造った。両手を上げたポー

ズをしている。背中には２本の羽状の板を背

負っている。手足は、爪が伸び、指の節々が、

鱗状に変形し、あたかも鳥の足のように変化

している。また、全身の大きな特徴として、

体内部の骨格が表面に浮き出た様に造ってい

る。肋骨や大腿骨、あらゆる全身の骨がきし

み合う様に表面に浮かび上がっている。これ

はある超人現象を表している。そう考えれば、

この像は、鳥に変身する中間の姿ともいえる。

つまり変身の最中ということになるだろうか。

もちろん、作品形態自体は、これまでの修

練の形であり、言葉にできるものではない。

３次元的フォルムのかっこよさ、シャープさ、

量（マッス）のバランスをたえず検討しなが

ら制作を続けた。ここで考えるとういう行為

は、実際に手を使い、目で見て検討しながら

制作することで、常に感覚的、瞬間的な、偶

然的な要素が含まれる行為、つまり頭で考え

るということではない。全体を把握するとい

う行為は考えるより、雰囲気を感じるのであ

る。五感を研ぎ澄ますということである。頭

で考えるのではなく、脊髄の辺りで触覚に跳

ね返る感覚を大事にしながら制作している。

２枚の羽状の板の制作も苦心した部分であ

る。羽といえば、鳥の羽、いわゆる天使の羽

を誰もが連想するだろうから、羽を鳥の羽状

にするのは面白くないと考えた。面白くない

とは、なぜかというと、完成図が想像できて

しまうからである。想像できてしまうものは、

造っていても面白くない。ましてや鑑賞者に

は面白くないものとして映る。自分の想像を

上回るものを造った時、はじめて面白くなる

のである。

背中に２本ついただけで鑑賞者には“羽”

と認識されてしまう。どうせならば、天使の

羽状でなくても良い。コウモリの羽でもない。

どちらかというと、飛行機の翼に近いような

気がする。飛行機の翼は、機能的な形である。

鳥の羽のような柔らかさや細かさはない。し

かし鳥のように空に飛び立つための形である。

飛行機の翼のような、研ぎすまされた形態を

目指した。

そして、それは粘土という素材で造ってい

るということとも大きく関係している。仮に

紙のような軽い素材であれば、鳥の羽と同じ

ような形状ができる。しかし粘土のような重

い素材で、しかも、木などで芯材を造らない

と壊れてしまうような素材では、鳥の羽のよ

うな形態よりも、飛行機の翼状の形態の方が

造りやすいのである。

今回、造形的な最も大きな発見は、翼状の

形態と人体部分の髪の毛をつなげシンプルな

形態にすることによって、全体の一体感を強

めることに成功したことである。これまでの

源流シリーズでは、人体部分と翼状の形態が

バラバラに見え、全体感が弱くなる傾向があっ

たが、今回はそれをクリヤーした様に感じた。

塑造部分は平成26年12月から平成27年１月

中には完成し、すぐに石膏取り作業に入った。

この塑造から型を取り、型に焼き物用の粘土

を込め、型を外し、乾燥する。粘土は信楽の

大物用粘土を使った。全体で250kg以上の粘

土を型に込めた。その後、型を外し、表面の

壊れた部分などを修正した。２週間以上じっ

くり乾燥させ、800℃で酸化焼成を行った。

しかし800℃では焼き肌が均一に仕上がり面

白くないので、籾殻や墨を用いて、もう一度

焼成した。そうすることによって、焼き肌に

は黒色や緋色の焼きムラが美しく残った。

３月中にはすべて焼き上げることができた。

４ テラコッタパーツ組み立て工程

平成26年４月、焼き上がったテラコッタ部

材は以下の通りである。

人体部分：頭部、胸部、腰大腿部、脚（スネ）

２本、足地山部分、腕２本、手部分、以上９
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個。

翼状部分：上部、中部、下部、２本分、以上

６個。

このバラバラな部材を組み立てて作品にして

行く。テラコッタは陶芸でいうなら素焼の状

態。つまり脆くて割れやすい。テラコッタだ

けでは全体を組み立てると強度的にもたない

ので、内部に鉄材などで芯材を造り、ＦＲＰ

（ポリエステル樹脂で固定する。全体が250㎏

以上に達するため、この鉄の芯材に全体重が

かかるようにする。

人体部分は９個のパーツをすべて繋ぎ合わ

せて１体化する。翼部分は２本にする。人体

部分で最も気をつけたいのが足首の部分であ

る。足首は細く、そこに人体部分の体重、そ

して２本の翼部分の重さがかかる。ここには

内部に20㎜の鉄芯を入れた。基本的にはこの

20㎜の鉄棒を２本、彫刻内部にいれ、腰、胸

部などで横棒（鉄）を入れ、FRPで固定した。

地山（作品底部の人体が乗っている台座）部

分は特に頑丈にし、横木を多く入れ固定した。

翼部分と人体の組み立ては特に苦労した。

それは、取り外し式にしなければならないこ

とと、翼部分がかなり重く、設置面も大きい

ため、より困難を極めた。これまでの経験を

十分にいかして、最高レベルの組み立てを目

指した。石や木などの重量物を吊るす、三又

を使って、１本60kg以上ある翼部分を吊るし

ながら作業をした。約２か月以上、組み立て

作業が続いた。７月下旬に一旦、作品が完成

した。

その後、作品の組み立ての時間などの関係

で、写真撮影を秋田公立美術大学の工房で行

うことになり、作品の会場への搬入も大学か

ら会場へ直接行うことになった。したがって、

制作も会期の直前までおこなうことができた。

この展示まで猶予期間ができたことは、私

にとって大変に大きいできことであった。締

め切りに追われて制作することは精神的に大

変な負担になる。少し時間が経つと、自分の

作品も冷静に見ることができる。つまり客観

視できるのである。この期間を利用して、今

一度、作品全体のバランス、密度など、再点

検をした。するとやはり破綻のある部分が見

つかり、その部分を修正することができた。

また、イヤリングなど、装飾的な細部の造り

込みをすることが可能になった。

作品撮影 ８月22日（金）

東北作家の搬入は８月20日（水）にはじま

り、20日21日と作品撮影をした。

私の作品は大きく組み立てに時間がかかるた

め、秋田公立美術大学に直接作品を撮影し来

てた。平成25年12月に制作を始め、じつに９

ケ月を作品制作に費やし完成させたことを思

うと、非常に感慨深く達成感があった。
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図１ 作品完成図

作品名 源流―神話の民―
形 状 テラコッタ
寸 法：高さ230×幅150×奥行150㎝
重 量：250kg
制作年：2014年



５ 展覧会の実際

10月２日（木）秋田公立美術大学からアト

リオン地下イベント広場に作品を運搬した。

テラコッタは壊れやすいため、木枠を造り、

作品が壊れない様に細心の注意を払った。

アトリオンでは、日通美術運搬部の皆さん

に手伝っていただき、作品を木枠から出し、

組み立てた。時間にして約30分程度で組み立

てられたと思う。

展覧会開催

10月４日（土）～10月13日（月）

10月４日（土）

表彰式 10：00～12：00 ビューホテル

美術展 10：00～18：00 アトリオン地下イ

ベント広場

審査員によるギャラリートーク13：30～14：

30

彫刻審査員 山本眞輔：彫刻家、日本芸術院

会員、日展常務理事 中垣克久：彫刻家、飛

騨市美術館名誉館長、現代日本彫刻作家連盟

会長 北郷悟：彫刻家、東京芸術大学教授、

新制作協会会員

10月５日～10月12日

美術展10：00～18：00

10月13日（月）

美術展10：00～15：00終了

作品搬出15：00～19：00

展覧会出品数

公募部門：出品総数1453点（日本画、水墨画

105、洋画206、彫刻19、書434、写真580）

招待出品：出品数75点（日本画７、水墨画７、

洋画11、彫刻13、工芸13、写真12）

展覧会入場者数

彫刻部門入場者数

10月４日（土）：462人

10月５日（日）：490人

10月６日（月）：178人

10月７日（火）：272人

10月８日（水）：287人
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10月９日（木）：199人

10月10日（金）：273人

10月11日（土）：401人

10月12日（日）：407人

10月13日（月）：282人

合計：3251人

（資料提供：国文祭秋田市実行委員会）

６ おわりに

国文祭秋田市実行委員会が中心となって開

催した「美術展」の中に「今、東北で 風土

への想い」をサブテーマに東北在住作家作品

展を開催したことは、大変に大きな意義があっ

たと思う。これまでの国文祭の美術展の流れ

を汲みつつ、現在の東北在住の作家が、今ど

のように考え制作に取り組んでいるのか、一

目瞭然で理解することができるからである。

秋田の地での開催でありながら、東北全体へ

目を向けた展覧会であった。

「美術作品」は震災復興支援の直接的なラ

イフラインにはならないかもしれないが、長

期にわたる復興への取り組みへの精神的な応

援・支えとして存在して行くものであり、ま

た、そうありたいと願い制作する作家も多い

と思う。より積極的な取り組みとしては、現

地で美術関連のワークショップなどを開き直

接的に被災地に向き合うことであろうが、こ

のように全国的に注目する機会に展覧会を開

催することも、重要な支援の方法であると思

う。

この展覧会のサブタイトル「今、東北への

想い ～自然、人々、生活などあなたが抱く

風土への想いを表現して下さい～」このテー

マに取り組み制作できたことは、私にとって

2014年の大きな成果であった様に思う。国文

祭という全国規模の大きな文化祭が秋田に来

たことは大変に喜ばしいことで、何よりも秋

田県に在住し制作している私達が、自分たち

自身の文化を考える良い機会になったと感じ

ている。

私自身としては、日頃から制作して来た研

究テーマでもある「源流シリーズ」を極めて
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図４ 彫刻部門会場風景

図３ 審査員によるギャラリートーク



いくだけではあるが、やはり国文祭よって県

内外の多くの来場者に作品を見ていただける

ということは大変に恵まれた機会だった。私

自身もできるだけ会場に足を運び、鑑賞者に

説明した。彫刻会場には非常に好奇心に溢れ

た方々が多く来場し質問されていた。

秋田で国文祭が開かれ、秋田を全国の方々

が注目し、訪れてくださったことは大変に喜

ばしいことであったが、秋田に生き、美術作

品を制作している私達に、己自身にたいする

制作意義について改めて考える好機になった

ことは間違いない。そしてまた文化関係各所

の今後の取り組みに期待したい。

東日本大震災後、東北ではじめて開催され

た国文祭は、東北に生きる人々の文化の誇り

を取り戻した機会でもあったのではないだろ

うか。これが東北に留まらず、日本全体に浸

透していくことを願っている。

図（写真）

１ 展覧会図録より引用

２ 執筆者撮影

３ 執筆者撮影

４ 執筆者撮影

参考文献

１ 第29回国民文化祭・あきた2014

「美術展―日本画（水墨画含む）・洋画・彫

刻・工芸・書・写真―」図録
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１ 本研究の目的と意義義（使用感の充足を造

形化するために）

本研究はものづくりデザイン専攻が目指す

「使用感の充足」という、本来ものづくりに

備わるべき価値を造形化する事が目的であり、

その方法論として「湧水地点」というコンセ

プトを立て、プロダクトデザインの視点（計

画・生産・流通）とガラスや金属等各種素材

と技法を両輪として、ものづくりを実践する

ことを目指している。

「湧水地点」とは、本専攻が掲げる新しい

ものづくりのありかたを象徴する言葉であり、

研究制作において柱となるコンセプトである。

このコンセプトは、近代デザイン思想による

均質化された工業製品が及ぼす功罪を踏まえ、

本専攻が立脚する秋田という土地の文化、自

然風土をベースに、地域文化の掘り起こしと

再解釈を行い、人と人、人と自然とが豊かな

関係を築く一助となるものづくりを目指すこ

とである。また湧水とは、大地から沸き出す

多様な養分やミネラルを含んだ水であり、こ

の自然の恵みであるミネラルウォーターを私

達が目指す「生活耐久財」と捉え、均質な水

道水を「近代デザイン思想による工業製品」

と例え、湧水が出る地点として秋田から新し

いものづくりを発信する意味を込め「湧水地

点」というコンセプトを掲げた。

２ 本研究の特色と展覧会のテーマ

本研究の特色は各教員の専門性を活かし、

「使用感の充足」の造形化という目的に軸足
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ものづくりデザイン専攻教員展 実践報告

―第２回湧水地点「おふくわけ」の取り組み―

ものづくりデザイン専攻

本稿は、ものづくりデザイン専攻が取り組む教育・研究領域である「使用感の充足」、「生活耐久財」、

「地域文化の掘り起こしと再解釈」をキーワードにした、ものづくりデザイン専攻教員と助手による

展覧会の実践報告である。この展覧会のコンセプトである「湧水地点」とは、秋田という地域から湧

き出す固有の文化的資源や自然風土を制作の基盤とし、それらを再解釈して新たな価値を持った生活

耐久財を提案するという試みである。この教員展をものづくりデザイン専攻としての成果発表、研究

実績と位置づけ、今後の展望も含めてその概要や個々の視点を紹介したい。

キーワード：使用感の充足、生活耐久財、地域文化

PracticereportontheexhibitionofCreativeManufacturingDesignmajor.

Approachto"ofukuwake"thesecondexhibition"yuusuichiten"

CREATIVEMANUFACTURINGDESIGN

Keywords:Easeofuse,Durablegoodsforlife,Chiikibunka



をおいて制作していることである。これまで

の素材間の縦割りや、伝統工芸やクラフトと

いったジャンル分けを超えたところで、新し

い視点や考え方を共有するために試行錯誤を

重ねている。

今回の教員展のテーマである「おふくわけ」

という言葉は、いただきものなどを分け与え

るという意味があり、一般的には同義語であ

る「お裾分け」が広く使われている。この

「おふくわけ」という言葉には福を分けあた

える福をもたらすというニュアンスが含まれ、

そこから「楽しみや喜びを共有し、さらにそ

の時間や相手を想像する」という意味を見い

だした。そして、今回の展覧会では新たな試

みとして共同制作を行い、「重ねの器・重箱」

を各素材や技法、思考のコラボレーションを

織り込みながら制作した。

３ 作品展示構成について

第２回湧水地点「おふくわけ」では、大き

く分けて３分野の展示構成となっている。展

覧会のテーマである「おふくわけ」の取り組

みでは、かつては一人が全ての物を揃えなく

ても（元々集団生活がそうであったように）

ものや場や時間を共有するという豊かなコミュ

ニケーションが存在したが、現代生活におい

ては希薄であり、この重ねの器・重箱を通し

て、豊かなコミュニケーションとは何かを再

提案している。また実際作品に触れてもらう

事で、素材感や作者のメッセージを来場者に

体感していただいた。

コラボレーション作品は、素材や技法や思

考を掛け合わせ、新たな展開や可能性を探る

試みである。ガラス、木工、金属、染色の酒

器セットの提案や、ガラスと木工の作品、漆

と染色の日傘の提案等である。掛け合わせる

事でそれぞれの特徴が引き出され、素材の対

比が緊張感を生み出している。

最後に湧水地点という基本コンセプトを基

にした個人作品である。作者が個別に制作テー

マを導き出し造形化する試みである。作者自

身のテーマを選び取る視点や展開に幅があり、

展覧会の魅力になっている。

４.１ 作品解説（重ねの器・重箱作品）

この三段重箱は秋田の春を待ち望む気持ち

と、春に一瞬の輝きを見せる野の草花の営み

を表現している。モチーフはカタクリ、エン

ゴサク、菊咲きイチゲ、シダを用い、箱の重

なりにスリットを入れる事で軽やかさを表現

した。蓋には伝統技法の変わり塗りを再構成

し、仕掛け漆を福寿草の葉型の仕掛け篦で転

写し、金箔を貼った後に軽く研ぎだし、透け

の良い国産素黒目漆で塗り込んで仕上げた。

ベッコウのような飴色の層の下に福寿草の葉

の円形文様が浮かび上がる仕組みは、生命の

循環のイメージを伝統技法の再構成で表現し

ている。またエンゴサクとシダは一度研ぎ出

し蒔絵を完成させてから透き漆を塗り込み、

上面の飴色の層と色調を合わせ、カタクリと

菊咲きイチゲをクローズアップさせている。

花箱祝包は変塗蒔絵螺鈿重箱のための重箱

包みである。表地には持ち運ぶ際に十分な耐

久性を考慮し比較的丈夫な綿布を使用した。

また裏地は直接重箱に触れる部分であり、デ

リケートな漆という素材を包むことから絹布
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熊谷 晃［漆工］

「秋田の春 変塗蒔絵螺鈿重箱」
（蒔絵、螺鈿、変塗り）
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森 香織［染色］

「 花箱祝包 」
（綿、絹／三浦絞り）



を使用した。染色は表地に三浦絞りで文様を

施している。

三浦絞りは秋田県平鹿郡平鹿町浅舞で古く

から行われていた浅舞絞の技法の中の一つで、

広く面を埋め尽くす文様として使われた。浅

舞絞りやその他の絞り染めには藍染が用いら

れることが多いが、今回は建染染料のスレン

染料を用いた。この染料は藍染と同じく浸染

（あらかじめ染料を溶かした液体に布を浸け

染色する方法）で染色し空気酸化で発色する。

漆工芸の技法の一つである溜め塗りをイメー

ジし、１回目に朱色の染液で染色し２回目に

黒色の染液で重ねて染めた。これにより溜め

塗りの特徴である、漆の塗膜から透けて見え

る朱色を表現したいと考えた。裏地は酸性染

料を用い朱色一色で染色し、溜め塗りのイメー

ジに調和させた。

この作品は二段重ねの箱になっている。四

方に膨らむ形の箱に、上部をへこませた蓋が

載る。

毎日通る秋田大橋は風が強く、近くに生える

草花がいつも揺れている。何気ないことでは

あるが、印象に残っているこの光景を箱のデ

ザインに取り入れることにした。側面の彫り

模様と散りばめた銀の玉は、草花の種や綿毛

が空中に舞い、風で水滴が散ってゆく様子を、

蓋の形は風がふっと抜けていく感じを表現し

ている。

この箱の特徴の一つは、木目方向を縦に使っ

ていることである。木目方向を横に木取りを

するのが一般的ではあるが、この箱の場合は

縦長の形状でそれぞれの板には厚みがあるた

め、縦方向の木目にすると自然に見える。箱

の形を作る際、はじめに水平垂直の正確な直

方体に材料を切り揃え、その次に内部・外部

の曲面の形を削り出す。最終段階では四面ど

こでも上下に合わさるよう、鉋を使って調整

する。鉋という道具は木材の表面をきれいに

するための道具と思われがちだが、作者は

「形をつくる」道具と考えている。他にも鑿

や鋸、彫刻刀などをたくさん使い、手道具の

大切さを再認識させられる作品であった。

今回、重箱を制作するにあたり、重箱にま

つわる所作について考えた。重箱とはその文

字のごとく重なる箱であり、正月のおせち料

理などを詰める場合にはどの段に詰めるかで

意味合いも変わるが、今回は重ねるという行

為を重要視することとした。自身の制作で箱

の形を用いる事が多いのだが、作品としての

箱を制作する時には箱の性質である開閉の動

作や所作を人の行為と重ね合わせて制作して

いる。重箱は一段ずつ開けてゆくことで中身

が現れ、一段ずつ中身をしまう事で閉じられ

てゆく。今回は十段の箱を積み重ねると「＋

（プラス）」という形が浮かび上がるように制

作した。箱の一段一段は「＋」の欠片と捉え

ている。全てを積み重ねることでひとつの作

品として成り立つ。ひとつの事を成り立たせ

る為に小さな欠片を積み上げていく行為は人

が生活していく上では付き物である。

紙という素材を使うことについては、その

軽さに魅力を感じる。箱の角を丸めないシャー

プなシルエットからは堅い印象を受けるが、

実際手に取ると紙の質感とその軽さを実感す
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落合 里麻［木工］

「重ねの箱」
（ウォールナット、染料、銀／オイル仕上げ）

佐々木 響子［プロダクトデザイン］

「＋の重箱」
（紙／貼箱）



る。箱を持った時の重みは箱そのものの重さ

ではなく中身が決めて欲しいという想いを込

めている。

素材を真鍮、銅、銀粉とし、ロウ付け、鍛

金技法を中心に制作している。

少し斜めになっている小さな三段の重箱。

斜めにしているのは、箱を開ける行為を容易

にし、中に入っている食べ物を順序良く見せ

るための工夫である。金槌で出来る槌目を生

かし光沢を持たせる事で、光を反射させ模様

とした。どこかに出かけ景色や会話を楽しむ

時に、菓子等を入れ楽しい時間を演出するた

めの重箱である。

重ねる器の場合、基本的に上段の底が下段

の蓋になるが、そこに留める・開ける・閉め

るなど、もう一段階の納め方を付加してみる。

柔らかな色味を選び、ジッパーやボルトなど

通常ガラスには不向きな道具をあしらい、ガ

ラスを何か柔らかいものとして見せようと試

みたのかもしれない。

４.２ コラボレーション作品

男性用の日傘として制作した。秋田県鹿角

市花輪では古くから紫根・茜染で絞り染が行

われていた。その中で使われた代表的な柄で

ある「大桝絞り」と「立枠絞り」を参考とし

た。「大桝絞り」は、桝が穀物や金銭をはか

る道具であったことから豊かさや富の象徴を

表す文様として用いられていた。「立枠絞り」

は「立涌絞り」とも言われ、秋田の豊富で清

らかな湧き水が水底から湧き上がる様子を表

現した文様である。これら絞り染めの文様は

本来、藍染などの浸染で染め出される。

今回は傘の形状や絞り染めの持つ特徴など

を考慮し、引き染での染色とし糊防染である

本友禅染での表現を試みた。しかし絞り染め

の特徴である文様際にできるにじみは、糊防

染の技法では起こらない現象である。独特の

にじみに近づけるため、たたき糊等を使いに

じみを表現した。素材は落ち着いた色合いに

なる綿布を使用し直接染料で染色している。

柄は黒漆で塗り重ね厚みを付けた後、銀研

ぎ出し蒔絵で大桝文様と立涌文様をそれぞれ

描き出している。蒔絵が完成した後、その上

から透き漆を塗り込む事で、飴色の漆塗膜の

下に文様を浮かび上がらせている。塗り立て

仕上げにしたのは、使い込むほどに手摩れに

より艶が増し、経年変化により漆の塗膜が透

け、文様が明るく浮かびあがる事を想定して

いるからである。
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浦中 廣太郎［彫金］

「ひと時（1、2）」
（真鍮、銅、銀／鍛金）
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井本 真紀［ガラス］

「zipper/bolt,nut」
（ガラス／キルンワーク）
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森 香織［染色］・熊谷 晃［漆工］
「友禅染蒔絵日傘（大桝・立枠）」

（綿／友禅染／蒔絵、溜塗り）



女性用の日傘として制作した。変縞紋は手

描き友禅染の技法を用いた。この技法は通常

糸目と呼ばれる細く均一な糊の線を布の上に

置く（引く）ことで色と色を染め分けて様々

な模様を表現する。今回はあえて太細のある

不揃いな線を置き、それ自体を文様とする表

現を用いて装飾的効果をねらった。１回目の

染色では朱色一色で引き染を行い、その後糊

を置き、再び黒色一色で染めている。これは

漆工芸の技法の一つである溜め塗りをイメー

ジしたものである。素材には発色の良い麻布

を使用し直接染料で染色した。

型染蒔絵日傘は、七宝文様をモチーフに大

小の七宝柄を合わせた文様とした。七宝文様

は、円満や調和の吉祥文として知られている。

終わりなく繋げていくことが出来る文様であ

ることから、良きことが「おふわけ」により

周囲に広がっていくイメージを表現した。染

色技法は型染を用い、防染糊に染料を加えた

色糊を使い、二色に染め分けた。防染糊の場

合、型付け（糊置き）のあとに地入れを行う

が、今回は先に地入れし型付けのあと地色を

引き染で行った。素材には発色の良い麻布を

使用し直接染料で染色している。

柄は基本的に男性用と同じ工程であるが、

黒漆の変わりに弁柄漆を塗り重ね、銀研ぎ出

し蒔絵で変縞紋や七宝紋を描き、その上から

透漆を塗り込む事で文様を浮かび上がらせて

いる。使い込むほどに艶が増し、経年変化に

より弁柄の発色が明るくなる事を想定した。

普段何気なく見ている風景。大学の実習棟

の外に立つ銀杏の木。落ち葉の絨毯。初氷。

そして雪化粧。秋から冬にかけての美しい変

化。本作品は秋田の秋から冬へと季節が変わっ

ていく一場面を、水に落ちた銀杏の葉と、水

面に広がる波紋、そして水に薄く張った氷で

表現している。

制作にあたっては「木材」の木目や色、そ

して「ガラス」の透明感や光を通して落ちる

影など、それぞれの素材が持つ特徴を大切に

して地面、銀杏の葉、水面・波紋、薄氷を制

作し構成している。

かたちづくるにあたって「木材」は環境の

変化で反りが起こることが想定されることか

ら、地面にあたる木の部分に木片を配置し、

その上に水面にあたるガラスの部分をのせる

方法をとっている。普段生活している私達の

足元の小さな世界に目を向けてみることから

も、秋田の魅力を再発見するきっかけになる

のではないだろうか。
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「友禅染蒔絵日傘（変縞紋）」
「型染蒔絵日傘（七宝紋）」

（麻／友禅染、型染め／蒔絵、溜塗り）

山岡 惇［木工］・小牟禮 尊人［ガラス］

「秋の雨上がり」
（神代杉、朴、チーク、黒檀／ガラス）

「冬のある朝」
（栓、朴、チーク、黒檀／ガラス）



金属・木材・ガラスの３素材で作られた酒

器を包む酒器包を制作した。それぞれの素材

の特性を踏まえ、組み合わせることにより新

たな価値を見出そうと試みた作品群である。

酒器包を制作するにあたり、酒器とそれを包

む物、この二つを合わせての一つの表現とな

るよう意識した。

表地は全て共通したものとして綿布を用い

三浦絞りで染色した。三浦絞りは秋田県平鹿

郡平鹿町浅舞で古くから行われていた浅舞絞

の技法の一つであり、前出の花箱祝包と同じ

染色方法である。花箱祝包では濃色で染色し

絞りの文様をはっきりと表現したが、酒器包

では外側（表地）と内側（裏地）の印象に変

化をつけるためごく淡い色で染色した。淡色

での染色は浸染時間が短く、絞りの奥まで染

料が入りづらい。そのため同じ絞り方であっ

ても文様の様子は異なるという効果がある。

今回の場合、通常は六角形の文様となるとこ

ろが星型に近い文様となった。

裏地や形状に関しては三種類の酒器それぞ

れについて以下に述べる。

酒器１のための酒器包は、仕覆の御物袋を

参考に形状をデザインした。御物袋は器が包

まれている時には表地しか見えないが、開く

と包みがほぼ平らになり裏地の文様のみが目

に入る構造である。酒器と包み、この二つを

合わせての一つの表現とするためには裏地の

文様と酒器の関係が重要であり、デザインを

考える上でのポイントとなる。このことを踏

まえ、金属工芸で使われる技法の一つである

魚子の小さな丸紋をモチーフとし、酒器の側

面から包みへと一続きになり放射状に広がっ

ていくイメージを型染で表現した。（森）

銅、錫を素材にして鍛金技法により酒器を

制作した。魚子模様と降り積もる雪のイメー

ジに合わせ模様をデザインし、銅の表面に凹

みを作りそこに錫を流し込む事で雪の模様を

表現した。銅部分を硫化着色により黒くする

ことで、錫の色とのコントラストを強調し、

形は使いやすく扱いやすいシンプルな形態と

した。（浦中）

酒器２のための酒器包は酒器（金属）と同

様の形状とした。裏地の文様は蜘蛛の巣をモ

チーフとし、巣が朝露に輝く様をイメージし

型染で表現している。（森）
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森 香織［染色］・井本 真紀［ガラス］
浦中 廣太郎［彫金］・落合 里麻［木工］

「酒器包」
（綿、絹／型染め、三浦絞り）

「酒器１」
（銅、錫／鍛金）

「酒器２」
（ガラス／キルンワーク）

「酒器３」
（メープル／胡桃油仕上げ）



ガラスの酒器は、白の中に透明なガラスの

蜘蛛を浮かべ、白と透明のコントラストを意

識して制作した。酒器包みが、朝露をまとう

蜘蛛の巣のイメージであることを踏まえ、蜘

蛛をモチーフとしながら清白な酒器を目指し

た。（井本）

酒器３のための酒器包は二つの酒器を包む

ためのものとし、形状を風呂敷で二本の瓶が

包まれている状態を参考に制作した。お酒を

酌み交わすことは人と人との距離を近づける。

二つの酒器が心と心を繋げるツールになるこ

とを願うと共に、人の心は外側からは伺うこ

とができないこと表現するため、ハートを丸

文様にデザインしたものを型染で包みの内側

に染色した。（森）

酒器の材料にはメープルを選び、旋盤を使っ

て制作した。木はガラスや陶器と比べて比重

が軽いため、同じように全体を薄く作ってし

まうと何か軽くて頼りない印象になる。安心

感のある重さの器でお酒を楽しんでもらいた

いと思い、底の方には厚みを残している。緻

密な木理を活かして口の部分は薄く挽き、縁

は鑿で自然な形に削った。この酒器に用いた

メープルの木は特に硬く、何度も磨かなくて

も自然な艶が出る。使い続けるともっとよい

艶が出てくるのだろうか。最後に胡桃油を染

み込ませ、飲み物を入れても安全な仕上げを

施した。（落合）

４.３ 湧水地点作品

人はなぜ藍色に心引かれるのか。僕だけな

のか？日本人の民族としての心に訴えかける

色ではないかと思う。

ガラスでは藍色をコバルトという金属で発

色させる。それがコバルトブルーと呼ばれる

ゆえんである。その溶かす量を調整すると、

ごく薄い藍から濃い藍まで作り出すことがで

きるのである。しかもガラスに溶かされたコ

バルトブルーが特殊なのは、一定の濃さを過

ぎると、えも言われぬ深い赤紫に変る。その

「不思議な光」が気になるのだ。その色の濃

さを操ってその紫を再現したい、今回の作品

はそんな思いから生まれた。

朝の凛とした光、夜の漆黒、春の夜桜、夏

の朝霧、秋の夕暮れ、冬の雪陰・・・色々な

場面に藍色は存在している。日々の生活の中

で使う食器や、窓辺を彩る明かり、存在感の

あるオブジェなど、それぞれの作品の中に藍

色が生み出す風景を感じてもらえたら嬉しい。
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「青の軌跡」
（ガラス／キルンキャスト）
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「コバルトシリーズ」
（ガラス／吹きガラス）

小牟禮 尊人［ガラス］



このアイディアは1999年の夏のある日、御

茶ノ水のスターバックスでコーヒーを注文し

ている時にふと思いついた。紙コップの重な

りにインスピレーションを得たのか・・・

スタッキングチェア（＝積み重なる椅子）

は人類が「椅子」を作り続けてきた歴史上で、

ありとあらゆる試行錯誤が繰り返され様々な

仕様のものが存在する。素材は無垢の木材、

成型合板、スチールパイプ、合成樹脂、カー

ボンファイバーなどの最先端素材も含め歴史

と共に多種多様な展開が見受けられ、またそ

れらの構造に目を向けることで、設計者の類

い稀なる工夫を多く発見することができる。

1999年に製作したペーパーモデルから10数

年を経て、過去から現在進行中のスタッキン

グチェアの歴史を俯瞰的に再考し観察するこ

とによって、ただ収納のためのスタッキング

を超えた「美しく重なる」という付加価値へ

の挑戦を試みることにした。構造を完成させ

るにあたり、日本の「おりがみ」が持つ伝統

的思考を強く意識した。紙を「折る」「曲げ

る」ことで得ることのできる強度は、紙に限

らず、あらゆる「薄い素材」の基本的構造解

釈となる。僅か1.6mmのスチール板で構成さ

れるフォルムは、接合部を全て L字型断面

で繋ぐことで全体強度を得た（→紙を折る）。

また座面の緩やかなカーブ断面は荷重に対す

る強度を確保している（→紙を曲げる）。

空間上すべての３次元方向に向けてテーパー

（＝抜け勾配）を設定することで、本体が床

から浮くことの無い、水平方向への完全な

「重なり」を可能にした。紙のように薄いス

チール板を素材として利用することでスタッ

キング性能はショッピングカートのごとく非

常に高く、また重量もフルサイズのアームチェ

アとしては軽量級の４kgを切ることに成功

した。

2010年に発表したシックスインチ・ジャパ

ンの新作ファニチャー「BARA」シリーズ「柱」

と「アーチ」に続く第三弾、「石垣」をテー

マとしたファニチャー提案をオリジナルとし

て、その設計をモックアップレベルのサイズ

に縮小することで遊具（積み木）としての展

開を試みた。

2013年開催の第一回湧水地点では、ものづ

くりデザイン専攻の助手で木工作家の落合里

麻の手によって天然の木（チーク）の塊から、

鉋と鑿によって一つ一つ削り出された完全な

る単一品として、ハンドメイドの遊具を製作

した。今回は一般販売モデルを目指し、山梨

県在住の木工作家、星匠に製作を依頼し、ロー

コスト化を模索しつつ桜と胡桃の無垢材から

それぞれロット数５を製作した。日本の「石

垣」をイメージした10個の異なる形状のブロッ

クは、自由な組合せによってさまざまな表情

を創り出す。バラバラにして元の石垣に戻す

パズルに挑戦する。机の上に並べて枯山水の

石庭をイメージする。アーチを組んでみる。

絶妙なバランスに挑戦して高さを競ってみる。

遊具のみならず、多様なジャンルにおいて

世代を超えて大切にされるものには、必ず使

用する時間の経過と共にストーリー（＝物語）

が付加されていく。無垢の天然木から一つ一

つハンドメイドで丁寧に削り出された10個の
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今中 隆介［プロダクトデザイン］

「かさねの椅子」
（スチール板溶接／ウレタン塗装仕上げ）

「BARA-stonewall」
（天然木／無塗装仕上げ）



ブロックは、木材の持つ自然な優しさに触れ

ながら遊んでいくうちに、自然につく手垢や

汚れキズ跡で、時間と共に記憶の痕跡となっ

て刻み込まれ愛着が湧いてくるよう、あえて

無塗装で仕上げた。

この作品の特徴は愛着を呼び起こすために

ジュエリーと壁面装飾という二つの機能を持

たせたことにある。ジュエリー作品としては

210個の蝶の形態をしたボタンカバーである。

洋服のボタンに留めることで装いのポイント

を作ることができる。壁面装飾としては H55

0mm×W750mmの矩形に210個のジュエリー作

品をパーツとして配置した半立体作品である。

秋田の自然が持つ果てしない生命の繋がりと

多様性を、均衡のとれた色彩グラデーション

で表現した。210個のジュエリー作品は個別

に購入することができる。購入者が気に入っ

たジュエリー作品を手に取ることで、壁面作

品には空白が生まれ全体の繋がりが失われる

という問題が発生する。この問題が購入者に

通常の購入とは異なる記憶を刻む効果を期待

している。あるいは購入希望者が上記の問題

を意識しない場合も、色彩グラデーションの

中から選択を重ね、それぞれが最も良いと感

じる１個を確定する体験により、作品へ

の愛着が生まれる効果を期待している。

制作に当たり新しく開発されたセラミック

塗装を使用した。この技術は着色と強い塗膜

を施すことができる。この技術と中間混合の

原理を応用することで金属のジュエリーには

少ない鮮やかな色彩を表現した。

東北各県の地図が持つシルエットをモチー

フに、中量生産を念頭にした精密鋳造による

箸置きを制作した。

東北地域は今も美しく豊かな自然が存在し、

近代化以前の懐かしい日本の趣が感じられる。

しかし、同時に人口流出、震災復興、原発廃

炉など様々な問題も抱えている。この作品で

は、食事という人間の存在に不可欠な行為の

場で、東北地域が現代社会の中で放つ意味を

語り、使用者が地域と作品へのより強い愛着

へ至ることを目指した。原型に必要な２種類

のパーツは画像ソフトでデータを制作し、レー

ザーカット業者に加工を依頼した。出来上がっ

た厚さ１㎜のパーツを接着剤により集積し原

型を制作、その後ゴム型を取り複数のワック

ス原型に置き換えた。このように得たワック

ス原型を鋳造することで大量生産も可能であ

るが、手作業による丁寧な仕上げを行なうこ

とで作品に作者の加工痕跡を残し、一品制作

に近い愛着を使用者に感じて欲しいため、中

量生産にこだわった。

計画当初は多くの人に使用してもらうため

に地金のコストを抑え真鍮での鋳造を予定し

ていた。しかし、展示品は銀を使用したため

高価なものとなってしまった。これは精密鋳

造の技術不足のため、925silverというより

扱い易い素材にしたためである。
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安藤 康裕［彫金］

「虹」
（銀／切削、焼き付け塗装）

「六県箸置き」
（銀／精密鋳造）



その土地が育む素材として「木材」がある。

これらは、その土地に暮らす人にとっては、

普段の生活の中で建物や道具などに用いられ、

身のまわりにあることはごく自然なこととなっ

ている。

一方で、自身の住む土地が育む「木材」に

ついてあらためて目をむけてみてみると、他

の地域のものと種類やその特徴に違いがある

ことに気がつく。そこで今回は、自身の生活

している土地・環境の魅力を「木材」の特徴

を通して再発見し、その良さを生かし制作す

るということを試みた。

作品は「秋田の杉」の特徴が直接感じられ

るよう、見て楽しく、手に触れることのでき

る車 (玩具)を制作した。真っ直ぐに通った

木目でスピード感を、そしてチークや紫檀と

いった他の樹種と組み合わせることで、その

やわらかさや色などの特徴がより強く感じら

れるよう工夫している。また、仕上げは杉の

香りも感じられるようにするため無塗装とし

ている。

食器をはじめとする大方の生活に必要な日

用品は、機械で大量生産されたもので充分こ

と足りると言えるだろう。しかしながら、使

い勝手のいい合理的な日用品という価値観か

ら視点を少しずらしたところにある、日常の

場を非日常の場に変えてしまうちからのある

「もの」に、現代社会においてわざわざ人の

手でつくるものづくりの重要な存在意義があ

ると考えている。

では、人の手でつくる「やきもの」の存在

意義とは何か。私は①制作プロセスの中で土

の固有性を掬い取り、かたちにとどめる②人

の生きる営みに対する敬意の念をかたちにす

るという２点によって、現代を生きる私たち

の暮らしに滲み込み、共にあることではない

かと考える。

ものづくりデザイン専攻ものづくりデザイン専攻教員展 実践報告 ―第２回湧水地点「おふくわけ」の取り組み―

132


山岡 惇［木工］

「S・Car（+2）」
（杉、桧、紫檀、チーク）


 安藤 郁子［陶芸］

「 ここに いる 」
（陶土／手捻り）




「 ハコ 」
（陶土／手捻り）



上記①について述べる。やきものの制作プ

ロセスの中で、土からのかたちと作り手から

のかたちが出会い、衝突し、軋轢を生じる瞬

間がある。その瞬間に、土からのかたちを受

容しつつ作り手のかたちをも妥協させない決

断がいる。この決断は、大量生産の製品製造

プロセスの中では起こり得ない。土は私たち

の生活を根底から支える大地そのものであり、

土の固有性を掬い取りかたちにすることは、

人間が自然からの贈与を受け取り、人々に手

渡していくことに他ならない。

上記②について述べる。絶望したくなる程

に様々な問題を抱えた現代社会で、私たち人

間が生き延びる道はどこにあるのか。そこに

切り込む「ものづくり」は可能なのか。その

答えは恐らく、身近な人々の暮らしを虚心に

見つめ直すことからしか出てこない。人が生

きて、食べ、働き、会話し等々、その営みを

思い込みや決めつけを排して深く見つめるこ

とで、これからの暮らしのあり方が見えてく

るだろう。

この時代の「やきもの」に存在意義はある

のか。何が出来るのか。常に問い直しながら

制作をしていきたい。

筒状の透明な吹きガラスパーツに、粉状に

砕いたガラスを被せて電気炉で焼成している。

この作品は秋田に来る以前に制作したものだ。

ガラスの重みに対する問いと、ガラスとい

う物質の存在感の見つめ直しを考えていた時

のものである。今回初めて参加する湧水地点

には、自分のための出発点として、過去の作

品を一点出品すべきだと思っていた。

自分がこれまで何をしてきたかを知るため

にも。秋田という地で、これからどう変わっ

ていくかを確認するためにも。

古くから行われてきた鍛金技法は、火で金

属を焼き鈍し、金槌で打ちまた火にかけてま

た打つ、この行為を何度もくり返し一つの形

を成形していく。古くから変わらない技法で

ある。現代では、３Dプリンター、スピニン

グ等でも形を成形することが出来るのだが私

はそれをしない。

社会のスピードが早くなり、大量に物を作

る現代では、手で一つ一つ作るということは

無駄な行為であるかもしれないが、その無駄

と思える行為の中に、一つとして同じ形で無

い魅力と、作る人間が長い制作時間の間に思

考を練り込む事ができ、形が出来そこに様々

な模様を加える事で、思考をより強く作品に

練り込む事が出来ると考え制作している。

素材を銅、錫、真鍮とし鍛金技法を中心に

作品を制作している。今回の湧水地点では

「重箱」「酒器、酒杯」を主な作品とした。

お酒を酌み交わす場面をイメージしその場

にふさわしく、人と人の会話のきっかけにな

る物を作りたいと考え、住んだ土地、旅をし

た場所、人をテーマとして、それらを記号化

しシンプルでありながら、表情豊かな作品に

なるよう酒器、酒杯の模様をデザインした。

形は持ちやすく、口当たりの良さを考慮し

形を決定し、この二つが、お互いをより強く

響き合うようにイメージを膨らませ作品を完

成させた。
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井本 真紀［ガラス］

「line」
（ガラス／キルンワーク、吹きガラス）

浦中 廣太郎［彫金］

「酒器、酒杯」
（銅、錫、真鍮／鍛金）



壁面に掛けて酒器やグラスを入れて楽しむ

ための棚である。黒に緑の配色は秋田県角館

の武家屋敷からイメージした。広く真っ直ぐ

のびた道の両側には黒い塀が並び、新緑の頃

はしだれ桜の緑色とのコントラストが美しい。

300年前から続く景色を酒器棚の形に落とし

込み、現代の生活空間に取り入れることを試

みた作品である。

中に入れる酒器も主役にしたいと考え、扉

を上部に収納できるように設計した。素材と

して選んだタモ材は、道管が木目の印象を強

くしており、着色してもその木目は陰影とし

て現れる。武家屋敷の塀の魅力も黒の中に現

れる木目の陰影であると考え、この効果を作

品全体に取り入れた。墨色は松煙を使って着

色した。松煙とは、松の根を燃やして作った

煤を集めたもので、顔料として使われる。武

家屋敷の塀も、かつては松煙に柿渋と清酒を

混ぜて塗っていたという。棚全体に葉が帯の

ように掛かるデザインの中で、少しグレーが

かった「墨色」が緑色とのコントラストを少

し和らげてくれる。

「湧水地点」の可能性について

松本 研一

１ 「湧水地点」に込めたまなざし

本学の「ものづくりデザイン専攻」に所属

する教員は、使用感の充足が得られる作品の

制作に共に取り組んでいる。その日頃の研究

活動を共同発表する際に展覧会名として「湧

水地点」を使用している。その意味するとこ

ろは、地域の特殊性や異質性に着目すること

で、地域で生活を支えている湧き水的な地域

文化発信地点たろうという思いを表現してい

る。そしてその研究の基本とするのは、我々

の五感や精神のあり方に影響している地域の

風土や文化的地層＝生活習慣・風俗などを、

意識的に捉え直し、そこからものづくりを構

想し表現することである。

その期待するところは、多様な地域（日本

のみならず世界の）におけるそれぞれの生活

文化の個性が、各地域で打ち立てられること

を最終的な目標に掲げている。質を異にする

各地域から生み出されてくるものづくりが、

その多様性を維持したままに共存・共生し、

相互交感していくという多中心の文化世界が

構築されることである。

２ 「もの」の規格化への疑問

発想のきっかけとなったのは、今日生み出

されている大量生産の「もの」そのものに、

何か共通して「欠如しているもの」があるの

ではとの疑問からである。その欠如の原因は、

今日までの近代デザイン思想によるものづく

りの志向性の歪みに起因しているように思わ

れる。もちろん近代デザイン思想の機能性、

簡便性、効率性などの追求によって得られる

「もの」の利便性や、低廉化にあるのではな

い。むしろ「欠如しているもの」と感じる個

的かつ皮膚感覚的情動そのものへの対応こそ

が課題ではないだろうか。今や「もの」の生

産は、経済のグローバル化によって機械的合

理主義への傾斜を一層強めている。その過程

であらゆる「もの」は「規格化」されていく。

ものづくりデザイン専攻ものづくりデザイン専攻教員展 実践報告 ―第２回湧水地点「おふくわけ」の取り組み―
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落合 里麻［木工］

「墨色の酒器棚」
（タモ、松煙、染料／オイル仕上げ）



「もの」の「規格化」は生活の標準化への道

を辿る。我々の個的かつ皮膚感覚的情動は機

械的合理主義の徹底の過程でことごとく排除

され、人と「もの」との親和性や愛着は希薄

となり疎外感は増していく。これからのもの

づくりの世界において、個的かつ皮膚感覚的

情動は中心的課題となるだろう。

３ 情動に対する観点の欠如

近代デザインの歴史を遡れば、「もの」の

「規格化」についての重要な論争が浮かび上

がってくる。1914年の第一回ドイツ工作連盟

展を契機とした「規格論争」である。その論

点は、一方が「規格化」による大量生産によっ

て、より多くの人々が豊かな生活を実現でき

ると唱え、もう一方は優れた芸術家の才能に

よって「もの」に芸術性を付加し、豊かな生

活を実現できるという主張であったようだ。

この時両者は、個的かつ皮膚感覚的情動に対

する観点が欠如していたのではないか。その

後の紆余曲折を経た近代デザイン思想は、経

済合理主義を梃として、前者の主張を徹底さ

せながら、今日の経済のグローバル化と電子

テクノロジーの進展と相俟って、広範な規格

化の時代をもたらした。その結果として、世

界標準は神格化しつつ世界を均質化し、近代

デザイン思想が当初夢見ていた豊かな社会と

は裏腹に、人間の均質化とともに格差社会と

いう世界的な均質化へと突き進んでいる。

４ 特異性・異質性の復権

多くの恩恵をもたらしている近代デザイン

思想は、ここにきて歪をあらわにしてきてい

るといえるだろう。我々は、個的かつ皮膚感

覚的情動を尊重し、「湧水地点」の含意を実

践することで、均質化に風穴を開ける今日的

作品制作に取り組む。今後各地域には、「湧

水地点」と同質でありながらも、特異かつ異

質なものづくりの活動が、必ずや雨後の筍の

ように育つ時代が来るだろう。我々の「湧水

地点」としての活動は、その魁となるであろ

うし、またそのようでありたい。

［展覧会実施概要］

展覧会名 秋田公立美術大学

ものづくりデザイン専攻教員展

第２回湧水地点「おふくわけ」

日時
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展覧会場
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「美大サテライトセンター巡回展」
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平成26年11月15日（土）～12月７日（日）

10:00～19:00

展覧会場

美大サテライトセンター

フォンテ AKITA６F

来場者数：23日間合計537人

平成26年度 秋田公立美術大学
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安藤 康裕、山岡 惇、熊谷 晃、

安藤 郁子、森 香織

助手：井本 真紀、浦中 廣太郎、落合 里麻、

佐々木 響子

協力：秋田公立美術大学

美大サテライトセンター
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１ 作品概要と趣旨

変塗蒔絵螺鈿箱「かたくり」

第61回日本伝統工芸展入選作品

長方形、入隅、合口蓋作りの飾り箱。蓋表

から側面にかけて塵居をもうけ、側面は胴張

りとし、底面にかけて回り込むように曲面と

している。側面にはカタクリ、菊咲きイチゲ、

エゾエンゴサクをモチーフに蒔絵と螺鈿技法

を使い意匠とし、蓋表は福寿草の葉の形を用

いた変わり塗りの技法で仕上げている。作品

コンセプトとしては昨年同様「秋田の自然を

かたちづくる」という大きな題目のもと、四

季折々の野に咲く草花をモチーフに飾り箱を

提案している。秋田の自然と一口にいっても

広い県内ではそこで暮らす人々のメンタリティー

は微妙に異なり地域差もみられるが、共通し

ているのは峻厳たる自然に調和するように暮

し、その自然を捉える距離感や生活感情が地

域文化や風土を創り出している点である。こ

の暮しの作法や自然への眼差しを作品制作の

発想の源として取り組んでいきたい。

２ 蒔絵・螺鈿等加飾技法について

漆工芸の加飾技法はその種類の多さや工程

の複雑さがあり簡単には解説できないが、自

身の作品に使用した蒔絵と螺鈿の表現とその
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変塗蒔絵螺鈿箱「かたくり」制作報告

―漆工芸加飾技法の再構成と表現の試み―

熊谷 晃

本研究では漆工芸の加飾技法を捉え直し、その素材や技法の中に含まれる表現を現代へ繋げるため

に再構成し、飾り箱という形態で制作提案している。この研究は主に蒔絵や螺鈿、変わり塗りといっ

た加飾技法と、乾漆による造形表現という観点で自身の作品を事例とし、伝統技法の現代化とその表

現の可能性について考察したい。

キーワード：蒔絵、螺鈿

Box.DesignofErythroniumjaponicuminmaki-elacquer

andmother-of-pearlinlay

Trialofareconfigurationandtheexpressionofthelacquerwork

KUMAGAIKou

Keywords:Laquerwork,Mother-of-pearl



表情について考えてみたい。「蒔絵」とはそ

の文字の通り、漆で絵を描いて金属粉を蒔き

付けるという技法であり、漆を接着剤として

使用した砂絵（多少語弊はあるが）的なもの

である。使用する金属粉の大きさや磨きの工

程等で蒔絵の表情は変わるが、黒漆の地に金

銀粉による図や地文様の表現などに使用され

る事が多い。また古典の例では袈裟箱や冊子

箱、宝珠箱、経箱などの宗教用具を収める物

から、手箱や沈箱、香合や小箱を始め提子や

湯桶、飯器や皿まで使用例は生活道具全般に

渡る。その表情と効果は、主に黒漆地に対す

る金属粉の輝きが王朝趣味的な美しさを表し

ている事と、黒漆地を空間に見立てた文様表

現の冴えや、モチーフを精緻に描き尽くして

抽象化、図案化する手法と考えられる。箱の

蓋表から側面にかけて八橋の景を空間的に表

現した「八橋蒔絵螺鈿硯箱」や空間を圧縮し

た装飾的な意匠の「舟橋蒔絵硯箱」などが分

かりやすい。

次に「螺鈿」については、巻貝の総称であ

る「螺」と埋め込むという意味の「鈿装」か

ら螺鈿といわれ、貝片を文様に加工して漆面

に貼る技法である。その表情と効果について

は、蒔絵よりも一般的ではないだろうか。誰

しも一度は栄螺の殻を見た事があるだろうし、

その内側の虹色に光る部分を加工して使用す

るのである。螺鈿の特徴はその輝きを利用し

て意匠に取り込むことで、蒔絵の金属粉の輝

きとは異なる質感を表現でき、相乗効果を得

る事ができる。また貝の裏側に色漆を塗り伏

せ彩色を施す事で、虹色の輝きはさらに豊か

な表情を見せるのである。これらの要素から、

漆工芸の加飾技法においては、黒漆地に金銀

粉の文様表現と虹色に輝く螺鈿の使用法が表

現の勘所となるに違いない。

３ 細部の表情と効果について

カタクリは葉を銀の研ぎ出し蒔絵でわずか

に暈かし、書き割りで柔らかい葉の細部を描

写している。花は夜光貝に黒漆で伏せ彩色し

たものをカットし膠で貼っている。

工程としてはまず研ぎ出し蒔絵を全て行っ

た後に螺鈿を膠で貼ることで、螺鈿の際まで

研ぎ出し蒔絵ができ図１のような表現が可能

となる。一般的には螺鈿を貼った後に漆を塗

り込み研ぎ出した方が、固着力が高いとされ

実際その通りである。その場合は螺鈿の際ま

で蒔絵を描くことが難しく研ぎやぶるリスク

が高いので、蒔絵と螺鈿の配置がポイントに

なってくる。逆に螺鈿を研ぎ出し蒔絵の後に

貼ることで上記の問題は解決するが、磨きの

段階で螺鈿が剥がれるなどのリスクもある。

いくつかの工夫としては、螺鈿の縁を事前に

耐水ペーパー等で研磨しておくことや、膠の

吸い込みを防ぐために数回に分けて膠を塗る

ことや、螺鈿の縁を漆でくくること等を行っ

ている。現状では研ぎ出し蒔絵の後に螺鈿を

貼り図案を表現する方が、作品のイメージに

合っていると考えるが、図案によっては従来

通りの工程で行った方が良い場合もあり、今

後も制作と検証を重ねる必要がある。またモ

チーフとする植物の描写については、現在で

は構図や扱う植物の種類に関して特に決まり

はないが、古典作品を見ると真正面や真横か

ら植物を捉えたものが多い。立体的、空間的

にモチーフを捉えるという観方は現代的な観

方かもしれないが、モチーフを真正面や真横

から捉えるというのは、現代人には若干違和

感がある。逆に言うとモチーフを抽象化し記

号化する意味合いが強まり、モチーフに込め

られた意図をストレートに伝える効果はある

と思う。今回モチーフに使用したカタクリで

は、斜め上から俯瞰するように描き、葉の柔

熊谷 晃変塗蒔絵螺鈿箱「かたくり」制作報告
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図１ 研ぎ出し蒔絵部分（筆者撮影）



らかく肉厚な質感と茎のしなりや可憐な花び

らのシルエットを表現しようと試みている。

次に伏せ彩色については、主に薄貝の加工

技術が発達した江戸時代以降に盛んに行われ

たと考えられるが、この伏せ彩色の効果は貝

の裏に描いた文様や塗った色が貝の虹色越し

に見えることであり、塗る色によって貝その

ものの紫味や青味が強調される所にある。今

回菊咲きイチゲに使用した白蝶貝は、裏に生

漆を薄く塗った後すぐ拭き取り、銀の消粉

（箔を粉にしたもの）を毛棒で蒔き付け、乾

燥後に白漆を塗り込んでいる。拭き取る漆の

残りが多いと生漆の茶色味が表面にみえてし

まい、拭き取りすぎると消粉の固着力が弱く

なってしまうので加減が難しい技である。な

ぜそこまでしてこの工程をふむのかは、この

菊咲きイチゲは白くきれいな花びらが特徴で

あり、それを表現するには白漆ではベージュ

味が強すぎるからである。銀の消粉を貝の裏

に固着させることで発色のよい白を表現する

ことができる。漆を接着剤としてまた塗料と

して伏せ彩色を行うが、エポキシ接着剤を使

えばさほど苦労なく銀粉を貝に固着すること

ができるのである。しかし自分は漆を単に素

材として捉えるのではなく「題材」として捉

えているので、漆とその周辺素材の関係性や

成り立ちを踏まえながら、新しい材料や考え

方を導入するようにしている。

４ 変塗りの表情

変わり塗りというよりも津軽塗の方が伝わ

りやすいと思うが、一般的には漆に卵白など

のタンパク質を加え、粘稠性の高い漆で篦等

を使い、パターン文様のしかけを打った後、

色漆や金属粉を塗り重ねて均一に研ぎ出した

ものである。その研ぎ出す工程は金属技法の

木目金にも似ている。もとは刀の鞘塗りや印

籠等に多く使われた技法であるが、その表情

はさまざまな素材を組み合わせた漆マチエー

ルによる地紋様と捉えることができる。例え

ば菜種、籾殻、棕櫚縄、卵殻、螺鈿等のわり

と身近な素材を使い、櫛や木篦を加工した仕

掛け篦などで複雑な地紋様を作り上げていく。

つまり積層された素材の抵抗感と研ぎ出され

た地紋様のマチエールのパターンが魅力となっ

ている。現在取り組んでいる変わり塗りはこ

の地紋様でありながらも図を併せ持つ表現と

して展開しようと試みている。

図２は変わり塗りの部分写真である。まず

福寿草の葉の形にプラスチックの板を切り抜

き、柄をつけてスタンプのように加工し仕掛

け漆を転写している。次に金箔を生漆で貼り

乾いてから部分的に研ぎ出し葉の文様を浮か

び上がらせている。最後に透けの良い国産素

黒目漆を４～５回塗り重ねることで飴色の層

を作り、その奥に金箔と葉の文様が沈んでい

るという状態である。この表現のポイントは

飴色の層を見せることにつきる。つまり鑑賞

者の視線を引き込むために「透ける」という

漆の塗膜の特性を利用し、同心円状に福寿草

の葉の図が反復することで、視線を蓋表から

側面へ誘導しまた蓋表へと戻す意図がある。

視線が作品全体を循環することが飾り箱とい

う形態である必然性を支えているが、二側面

のエゾエンゴサクの役割は、一度研ぎ出し蒔

絵を完成させてから透き漆を塗り込み飴色の

層で仕上げることで、蓋表の変わり塗りとは

色調で統一し、二側面のカタクリ、菊咲きイ

チゲとは描写表現で繋ぐ意図がある。これら

の文様の関連性が「春に芽吹く生命の連鎖」

というコンセプト全体に関わってくる。

５ 入隅の箱、合口作りの文様合わせ

入り隅の箱は古典作品では京都仁和寺の宝

物である宝相華蒔絵宝珠箱（平安時代）があ
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図２ 変塗り部分（筆者撮影）



るが、胎の種類は確認できない。その薄さか

ら麻布または漆皮が胎として考えられるが、

被せ蓋作り、隅丸、甲盛り、塵居、玉縁など

は平安時代の形態の特徴である。時代が下る

につれて木胎が主流になり箱の角の処理方法

も入り隅、隅丸だけではなく、面取りなども

多く見られるようになり、蓋表と側面を画面

として分ける意識が強くなる。箱の角を丸め

るのはぶつけた時等の破損を軽減することや

手がけとなり持ちやすくするためという以外

に特段の意味はないと思うが、視覚的に箱の

稜線の強さを和らげる役割を担っている。今

回の作品では直方体としての形態の強さを見

せつつ、各面ごとに独立しながら緩やかに連

携する構成を考えた。各面の分割と連携のバ

ランスや形の強さと構造を総合的に考察する

ことが重要であると認識している。またなぜ

合口蓋作りで文様を真ん中で合わせるかとい

うと、被せ蓋作りにしてしまうと箱の形態の

自由度が低くなり、乾漆で造形する意味が薄

くなると考えているからである。合口蓋作り

で図が分割されるリスクはあるが、形態感と

図を合わせる面白さの両立を積極的に提案し

ていきたい。

６ 工程解説（終わりにかえて）

変わり塗りの蓋表に用いている飴色の表現

は、自身の作品の特徴の一つである。側面の

カタクリや福寿草その他の草花は、厳しい自

然をくぐり抜け生命の連鎖を象徴するモチー

フであり、素朴な自然賛歌とは異なるメッセー

ジを込めている。言葉にすると自然に対する

畏怖・畏敬の念となるが、人と自然との折り

合いの付け方とも自然への眼差しとも言える

のではないか。これらのコンセプトを繰り返

し飾り箱という形態を借りて表現し、鑑賞者

と共鳴したいと考えている。

技法工程解説 蓋表：変塗り

・ プラスチック板を加工し、福寿草の葉型

をつくる。

・ 黒漆に卵白を適量まぜ、仕掛け漆の粘度

を決める。

・ 仕掛け漆に松煙を混ぜ黒さを調整する。

・ 福寿草の型を使い仕掛けを打つ。

・ 仕掛けが乾いた後、生漆を薄く塗り金箔

を貼る。

・ 仕掛けの頭をはつり国産素黒目漆を地塗

り刷毛で薄く塗り込む。軽く研磨し仕掛

けと同じ高さになるまで複数回塗り込む。

・ 呂色磨きで仕上げる。

技法工程解説 側面：蒔絵・螺鈿

・ 研ぎ面に置き目をとり、蒔き詰めの部分

に絵漆で地描き銀６号粉を蒔く。

・ 暈かしの部分は呂瀬漆で地描き、複数回

に分けて蒔きぼかす。

・ 蒔絵部分を生漆で固める。

・ 黒漆を塗り込み、図を研ぎ出す。

・ 螺鈿を貼る部分に置き目をとる。

・ 貝に伏せ彩色を施す。

・ 貝と研ぎ面の両方に膠を塗り、アイロン

等で熱を加えながら貼る。

・ 貝の縁を素黒目漆で複数回くくる。

・ 全体に胴刷りを行う。

・ 重ね摺りをして艶上げし完成させる。

熊谷 晃変塗蒔絵螺鈿箱「かたくり」制作報告

140



秋田公立美術大学研究紀要 第２号 平成27年３月制作報告

141

熊谷 晃
KUMAGAIKou

変塗蒔絵螺鈿箱 かたくり

乾漆・蒔絵・螺鈿・変塗り
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JA全農あきた「ホンモノづくり」プロジェクト

―「愛菜ものがたり」のパッケージデザイン提案 ―

孔 鎭烈

「品質がよければ商売は成り立つ」という考えは時代遅れである。今の消費者は品質が良いもので

あることは当然であると共に個性と見た目を求めている。パッケージは商品や企業イメージを消費者

に伝えるコミュニケーションツールであると同時に「パッケージは無言のセールスマン」と言われる

ように、消費者が商品の購入を決定づける重要な販売促進ツールでもある。筆者は、本プロジェクト

の一環として秋田の加工食品のパッケージを検討・分析したことがある。その結果、パッケージが地

味であると共にパッケージに対する製造者の認識が低く、また地域で生産している商品のほとんどは

地域内で消費している「地産地消」を目的に製造している為、製造量が少ない事が分かった。品質の

良い商品を全国に売り出す為には消費者が好むパッケージデザインの開発が必要であると考え、商品

の魅力を視覚的に表現した地域における食品のパッケージデザインを試みた。

キーワード：いぶり大根、パッケージデザイン、ブランドデザイン

JAZennouAkita"OriginalCommodityProduction"project.

-"Aisaimonogatari"'spackagedesignproposal-

KONGJinyell

Thephrase"highqualityproductssellwell"nolongerapplies.Nowadaysconsumersconsidergood

qualityasaprerequisiteastheyadditionallydemandforgreaterindividualityandproductesthetics.Likethe

expression"whatlooksgood,tastesgood",packagedesignisameansofcommunicationthatconveysthe

overallimageoftheproductandcompanytotheconsumer.Consumer'spurchasingbehaviorisdeterminedby

thepackagedesignasitisalsoanimportanttoolofpromotion.Basedontheexaminationandanalysis

conductedonthepackagesofprocessedfoodmanufacturedinAKITA,asapartofthisproject,mostofthe

packagedesignswereunoriginalandplainthuslackeddistinction.Thereasonbehindthisisduetothe

manufacturer'slackofattentiontowardspackagedesignwhichleadstotheirunwillingnesstomakean

investmentforit.Inaddition,theproductsmanufacturedwithintheregionareproducedinsmallquantitiesdue

tothefactthatmostofthemareproducedonlytobeconsumedwithintheregion.Inordertoimprovethe

financialvaluebysellinghighqualityregionalproductsnationwide,itisdeemednecessarytodeveloppackage

designsthatmatchthepreferenceofconsumers.Thus,thisresearchoffersanewpackagedesignforfoodthat

visuallyportraysthemeritsoftheproductandAkita'simage.

Keywords:Iburidaikon,Packagedesign,Branddesign



１ はじめに

秋田の食品ブランドの一番の弱点は、パッ

ケージデザインが地味であることとパッケー

ジデザインに対する製造者の認識の低いこと

である。 パッケージにはコストをかけたく

ないという認識が一般的な考えである。現状

では保護としての機能は充分はたしているも

のの、現代社会で最も重要とする広告（ビジュ

アル）機能を満たしていない。秋田の農産物

は全国的に信頼度が高く、食品信頼度ランキ

ングでもトップ３に入る位であるが（表１）、

地域を代表して全国に売れているこれという

ものが数少ないのが現状である。その理由は、

前述のようにパッケージデザインの機能であ

る広告の機能をうまく利用していないからで

あると考える。同じ箱形のパッケージであっ

ても、グラフィックの表現によってイメージ

は変わる。今回のプロジェクトを切っ掛けに

パッケージデザインの良さを理解させ、地域

における食品の魅力を視覚的に充分表現でき

るパッケージデザインを試みた。

２ プロジェクト概要

JA全農あきたでは、県内の生産者、消費

者と食品加工の専門家等の連携により、県内

産農産物を有効活用した商品を開発し、究極

のモノづくりを全農ブランドで発信するため

に「ホンモノづくりプロジェクト」を平成25

年７月に立ち上げた。秋田は豊かな資源に恵

まれた、米を基幹とする農産県である。しか

し担い手の減少や高齢化等顕著であり、農業

産出額も減少傾向が続いている。

こうした中、JA全農あきたでは、秋田県

が誇る伝統食の、原材料と製法にこだわった

究極のブランドを開発し県内だけではなく全

国に秋田の味を発信している。また、平成２

５年度から「６次産業化」に本格的に着手し

た JA全農あきたは、今後も地域の優れた素

材を利用し秋田を代表するモノ（図１）をつ

くり、地域農産業の所得向上と雇用創出につ

なげることが本プロジェクトの目的である。

３ 実践内容

パッケージは商品や企業イメージを消費者

に伝えるコミュニケーションツールである。

同時に「パッケージは無言のセールスマン」

と言われるように消費者が商品の購入を決定

づける重要な販売促進ツールでもある。

３．１ パッケージデザインの現状

地域の加工食品の一番の問題は若者に好ま

れてない点である。いぶり大根つくりの名人

で本プロジェクトにも参加している高橋氏に

よると、販売ルートは注文によるものと県内

の道の駅、土産専門店などが主であり、年齢

層は50代以上が主であるとの情報を得た。ま

た、秋田駅前のトピコ内の土産専門店でも調

べた結果、いぶり大根を好む年齢層は50代以

上の方が多い、その理由は、若者の伝統食離

れと食のイメージが渋い、また、パッケージ

のイメージも地味で品がないという意見が多

かった。

県内で販売しているいぶり大根のパッケー

ジを調べてみると PE（ポリエチレン）包装

で真空パックにされ中身が丸見えで商品名が
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表１ 特産品に付加できる地域イメージ資産１

図１「愛菜ものがたり」いぶり大根（商品造りに
使用した素材すべては秋田県産である。）



黒または赤色で印刷されてある（図２）地味

なものが多かった。商品を直接見せつけ商品

の良さを伝えたいという意味はよく理解でき

るが視覚的ないイメージを考えるといぶり大

根本体も茶色であまり目立たないものの、パッ

ケージに使える色も渋くて地味すぎる為、若

い世代が好まないと考える。

３．２ デザインコンセプト

具体的なデザイン開発を始める前に商品開

発に参加している高橋さんの横手市山内にあ

る大根畑と製造工房に伺い、いぶり大根つく

りのお話を伺うことができた。ただ大根をい

ぶり漬ければいぶり大根になると思っていた

筆者には衝撃であり、その工程はまさにお母

さんの愛がなければつくることができないも

のだと感じた。それでこのパッケージデザイ

ンのテーマを「秋田の愛」と決めた。秋田の

地で丹誠込めて育ち、秋田のお母さんが家族

の思いで造った愛情いっぱいのいぶり大根。

１）ブランドネーム「愛彩ものがたり」

ブランドネームは JA全農あきた社内に募

集をかけて最終的に27個の応募がありその中

から決定したのが「愛彩いぶり」であった。

愛彩いぶりは本プロジェクトの新たなブラン

ドとして考えると、いぶりの名前が付くのが

良くないという意見で検討した結果「愛彩も

のがたり」にした。お母さんの愛、妻の愛、

その愛には物語があるという意味で今後、JA

全農あきたの新たなブランドとして相応しい

と考える。

タイポグラフィは、心と音声の視覚的表現

である。お届けしたい商品に意味を込め、よ

りよい視覚的な形態を表現するために既存の

フォント（ディジタルフォント）を使わず手

書きにし、一層暖かいお母さんの味と愛を身

近に感じられるデザインにした。（図３）

２）グラフィックデザイン

新商品のパッケージデザインには製品の魅

力を視覚的に表現し、地域における食品のパッ

ケージデザインを提案したい。特に、20代～

30代の若い女性が好む明るくて可愛いイラス

トに秋田を象徴する秋田犬、かまくら、なま

はげを表現した。さらに商品のイメージをわ

かりやすくするために、いぶり大根のイメー

ジも一緒に配置した。配色は、明るい色から

自然階調させたナチュラル・ハーモニーが、

バランスよく軽快なイメージを出してくれる。

また、類似的調和と対照的調和(コントラス

ト)より、全体と部分、部分と部分の相互間

にある秩序が得られるようにと思い黄緑系

（類似的調和）の明るい色と黒（対照的調和）

をメインに鮮やかで暖かいイメージが表現で

きるように試みた。（図３）

３）箱の構造

最初計画では、他社と同じ PE（ポリエチ

レン）の真空パックによるパッケージにする

予定であった。しかし２～３回会議が重なり

いろいろな意見を頂いた中で、より他社との

差別化を考えることにした。また商品は、地
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図２ 既存商品のパッケージイメージ

図３ ブランドネームとグラフィックイメージ



元産の最高の素材で最高のものを造ってある

ので、外観が変わらないと商品の良さを消費

者に伝えることができない。ただ商品を盛る

だけではなくパッケージによる差別化と視覚

による情報伝達の方法を考えた。また、JA

全農あきたでは新たな秋田のお土産品として

売ると同時に県外、特に東京での販売を計画

しているため高級なイメージを前面に出して

欲しいという要望もあり、紙箱による２次包

装を提案した。そこで箱の構造は無駄のない

シンプルに使えて便利な形態に考え、紙の無

駄も省ける折り紙の技法を応用し、のり付け

しない箱にした。

４ 結果と考察

前述のようにパッケージは商品や企業イメー

ジを消費者に伝えるコミュニケーションツー

ルであると同時に「無言のセールスマン」と

言われるように消費者が商品の購入を決定づ

ける重要な販売促進ツールでもある。消費者

と現実的に関係をつなげるのは、言語的要素

ではなく、視覚的な要素によって形成されや

すい。商品を直接接触する消費者は、ブラン

ドの名前（文字）であっても視覚的要素を通っ

て接するようになるからである。

パッケージデザインは、製品の個性や特徴

をビジュアルコミュニケーションに転換させ

て統合的なマーケティング戦略を通じ、効果

的にメッセージを伝達させる。これは、パッ

ケージデザインによって、その役割や機能も

差別化することができることを意味する。ブ

ランドのユニークな個性は、競争商品との差

別化はもちろん、優位性を確保することで、

消費者にとってブランドの信頼度を高める結

果にもなる。

成功した経営者は、消費者のためのパッケー

ジデザインは、製品であることを理解しなけ

ればならない２。現状、パッケージデザイン

に対する認識の低い製造者はその認識の改善

と新たな挑戦がなくてはこれからの未来はな

いと本研究で強く意識することになった。

今後は、大学と地域が連携して学生の実践

力を高め、さらに、地域を活性化していくた

めにも産学連携を基軸としたプロジェクトを

継続していきたい。

参考文献
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図４「愛菜ものがたり」パッケージの展開図
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「愛菜ものがたり」

秋田いぶりだいこんのパッケージデザイン
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ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
本
人
が

知
っ
た
ら
仰
天
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
中
断
の
理
由
を
あ
れ

こ
れ
と
詮
索
さ
れ
、
痛
く
も
な
い
腹
を
探
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
を
す
る
よ
り
は
、

は
る
か
に
ま
し
だ
と
彼
は
肩
を
す
く
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
に
関
す
る
他
の
幾
多
の
推
論
が
い
ず
れ
も
確
証
を
持
た
ず
、

あ
く
ま
で
推
定
の
域
を
出
な
い
よ
う
に
、
私
の
こ
こ
ま
で
に
列
挙
し
た
論
も
、
推

理
に
終
わ
る
よ
り
他
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
ど
の
問
題
に
関
し
て
も
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
に
肩
を
す
く
め
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
と
の
思
い
は
常
に
私
の
中
に

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
断
わ
り
置
き
、
本
稿
で
、
私
は
足
掛
け
二
十
年
余
続
け
て

き
た
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
に
つ
い
て
の
論
考
を
最
後
と
し
た
い
。

人
の
生
は
本
来
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
人
は
ま
た
、
死
し
て
も
な
お
未
完

の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
完
全
で
あ
り
未
完
で
あ
る
こ
と
は
、
不
十
分
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。

別
表
１
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
ソ
ネ
ッ
ト
劇
と
し
て
の
区
分
け
と
、
各
々
の
テ
ー
マ

第
一
幕

第
一
場
一
・
二
（
序
）

第
二
場
三
（
鏡
）、
四
（
財
産
）、
五
（
香
水
）、
六
（
財
産
・
香
水
）、
七

（
太
陽
）
、
八
（
音
楽
）
、
九
・
十
（
自
損
）
、
十
一
（
印
）
、
十
二

（
時
）、
十
三
（
父
）、
十
四
（
占
星
術
）

第
三
場

十
五
（
詩
）
、
十
六
（

子
供
）
、
十
七
（
詩
、

子
供
）
、
十
八

～
十

九
（
詩
）

第
二
幕

第
一
場
二
十
～
二
十
五
（「
君
」
へ
の
愛
）

第
二
場
二
十
六
～
三
十
二
（
旅
先
に
て
）

第
三
場
三
十
三
～
四
十
二
（「
君
」
の
不
義
）

第
四
場

百
二
十
七
～
百
五
十
二
（「

黒
い
女
」）

第
五
場
四
十
三
～
五
十
二
（
旅
先
に
て
）

第
三
幕

第
一
場
五
十
三
～
五
十
五
・
六
十
・
六
十
三
～
六
十
五
・
八
十
一
（
詩
の

力
）

第
二
場
五
十
六
～
五
十
八
・
六
十
一
（「
君
」
の
不
在
）

第
三
場
五
十
九
・
七
十
八
～
八
十
・
八
十
二
～
八
十
六
（
他
の
詩
人
）
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ナ
ス
と
ア
ド
ー
ニ
ス
』
（
Venus

and
Adonis）

、
『
ル
ー
ク
リ
ー
ス
凌
辱
』
（
The

Rape
of
Lucrece）

と
同
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
出
版
さ
れ
て
も
良
か
っ

た
は
ず
で
あ
っ
た
の
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
全
篇
が

完
成
に
至
ら
な
か
っ
た
と
か
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
に
と
っ
て
出
版
す
る
の
が

憚
ら
れ
た
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
制
作
が
後
期
で
あ
る

と
す
る
と
、
ソ
ネ
ッ
ト
集
と
し
て
、
た
と
え
完
成
し
て
も
も
は
や
出
版
す
る
必
要

が
な
く
な
る
、
つ
ま
り
、
劇
作
家
と
し
て
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
っ
て
詩
集
は

さ
ほ
ど
興
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
し
か

し
な
が
ら
、
出
版
す
る
気
も
な
い
よ
う
な
作
品
を
書
き
記
し
て
い
た
と
い
う
の
も

お
か
し
な
話
で
あ
り
、
数
篇
に
と
ど
ま
る
も
の
な
ら
ば
、
単
な
る
詩
人
の
手
す
さ

び
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
百
五
十
篇
余
の
連
作
と
な
る
と
、
出
版
を
前

提
に
し
な
け
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
書
き
は
し
ま
い
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

あ
ま
り
後
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
も
言
え
な
く
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
し
て
、
創
作
期
は
、
ち
ょ
う
ど
中
間
に
あ
た
る
一
五
九
一

年
～
一
五
九
五
年
と
す
る
の
が
適
当
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
残
る

謎
は
、
な
ぜ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
が
出
版
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
に
は
お
そ
ら
く
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
中
で
モ
デ
ル
と
な
る
人
々

と
の
関
係
か
ら
生
ず
る
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
私
」
や
「
君
」

や
「
黒
い
女
」
に
モ
デ
ル
が
実
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
確
か
に
現
実
と
不
即

不
離
で
あ
る
こ
れ
ら
の
詩
篇
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
は
い
か
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
ろ
う
と
い
え
ど
も
、
世
の
人
が
現
実
と
同
一
視
、
あ
る
い
は
混
同
し
、
そ
の

結
果
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
々
に
（
無
論
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
も
含
め
て
）

諸
々
の
災
い
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
辺
の
事
情
は
、
当
時
と
い
え
ど
も

今
日
と
全
く
変
り
な
い
わ
け
で
あ
り
、
事
実
、
四
百
年
後
の
現
在
ま
で
、
こ
の
モ

デ
ル
に
関
す
る
詮
議
が
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
に
お
け
る
最
大
の
興
味
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
生
前
、
出
版
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
の
も
当

然
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
ト
マ
ス
・
ソ
ー
プ
が
、
お
そ
ら
く
無

断
で
出
版
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
世
紀
の
名
詩
集
と
称

さ
れ
る
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は
実
際
は
一
種
の
海
賊
版
で
あ
り
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』

に
ま
つ
わ
る
謎
は
、
こ
れ
が
海
賊
版
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
あ
っ
て
、
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
な
ぜ
、
海
賊
版
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
、
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
詩
篇
は
、
出
版
以
前
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
な
っ
た
原
稿

（
お
そ
ら
く
は
、
書
写
稿
）
が
、
当
時
の
人
々
の
間
で
回
し
読
み
さ
れ
、
評
判
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
ト
マ
ス
・

ソ
ー
プ
が
出
版
を
思
い
立
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
し

て
、
ソ
ー
プ
が
そ
れ
ら
の
原
稿
を
も
と
に
本
文
を
構
成
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ

の
原
稿
の
段
階
か
ら
、
ソ
ネ
ッ
ト
詩
篇
の
配
列
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
意
図
と

は
異
な
る
、
混
乱
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
今
、
我
々
の
眼
に
す
る

『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
か
ら
は
予
想
で
き
る
。
で
あ
れ
ば
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
が
、

原
稿
を
完
成
し
な
い
ま
ま
に
放
置
し
、
そ
れ
が
書
写
稿
と
し
て
一
般
に
流
布
し
、

ソ
ー
プ
が
入
手
し
た
の
も
そ
の
一
種
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

は
、
な
ぜ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
ソ
ネ
ッ
ト
の
連
作
を
完
成
し
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
、
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
集
に
は
、
確
か
に
プ
ロ
ッ

ト
の
展
開
は
あ
る
の
だ
が
、
本
当
の
劇
の
よ
う
に
は
最
終
的
な
結
末
を
設
け
る
こ

と
が

困
難
と
思
わ
れ
る

点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
君
」
に
結

婚
を

勧
め
る
、
あ
る

い
は
「
私
」
が
「
君
」
に
永
遠
の
愛
を
誓
う
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
貫
か
れ
た
、
し

か
も
各
十
四
行
の
一
篇
毎
に
完
結
し
て
い
る
詩
群
に
、
ど
の
よ
う
な
結
末
を
付
け

れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
意
味
で
は
、
一
篇
毎
が
結
末
で
あ
り
、
し
か
も
、

ど
こ
ま
で
続
い
て
も
結
末
は
な
い
と
も
言
え
る
の
だ
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
状
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あ
り
、
時
間
を
超
え
る
永
遠
の
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
詩
の
信
仰
に
至
る
。

と
こ
ろ
が
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は
そ
こ
で
終
結
せ
ず
、
最
後
に
「
黒
い
女
」
を
登
場

さ
せ
、
執
拗
な
性
愛
の
モ
チ
ー
フ
の
繰
り
返
し
の
中
で
、
美
と
醜
の
不
可
思
議
な

交
錯
、
あ
る
い
は
融
合
を
歌
い
上
げ
て
、
真
の
美
と
は
何
か
、
そ
も
そ
も
醜
な
る

も
の
が
存
在
す
る
か
、
在
る
こ
と
は
即
ち
美
で
は
な
い
か
と
い
う
黙
示
録
的
な
言

葉
に
突
入
し
て
終
わ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
青
年
と
詩
の
調
和
の
世
界
が
、
黒
い

女
の
美
醜
の
混
沌
に
飲
み
込
ま
れ
、
天
上
的
な
コ
ス
モ
ス
が
、
そ
れ
よ
り
も
遥
か

に
巨
大
で
強
力
な
暗
黒
の
カ
オ
ス
の
中
に
崩
壊
、
拡
散
し
な
が
ら
吸
収
さ
れ
て
ゆ

く
さ
ま
を
思
わ
せ
る
。」

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
に
は
、
特
に
そ
の
配
列
に
お
い
て
詩
人
の
意
図
が
正

確
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
み
な
す
べ
き
部
分
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ォ

リ
オ
版
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
完
訳
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
こ
の
詩

集
が
、
あ
く
ま
で
こ
の
配
列
に
沿
っ
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
引
用
し
た
拙
文
は
、
フ
ォ
リ
オ
版
の
配
列
を
踏
襲
す
る
場
合
、
こ
の
よ

う
に
解
釈
で
き
る
と
い
う
解
説
文
で
あ
る
。
確
か
に
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は
、
そ
の

未
完
成
の
要
素
ゆ
え
に
、
様
々
な
解
釈
の
余
地
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意

味
で
は
、
翻
訳
者
も
ソ
ネ
ッ
ト
劇
と
し
て
の
解
釈
如
何
に
よ
っ
て
、
配
列
を
変
え

た
新
訳
を
作
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
言
い
方
を
換
え
れ

ば
、
フ
ォ
リ
オ
版
を
そ
の
ま
ま
に
訳
す
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
、
そ
の
配

列
を
是
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翻
訳
者
に
と
っ
て
は
、

配
列
に
よ
っ
て
訳
し
方
が
変
る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
得
る
。

ソ
ネ
ッ
ト
制
作
の
年
代
に
関
し
て
は
諸
説
あ
り
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ト
ラ
ー
は

一
五
八
五
年
～
一
五
八
八
年
と
推
測
し
て
い
る
４
。
こ
れ
は
、
制
作
年
代
と
し
て

は
最
も
早
い
時
期
の
予
測
で
あ
り
、
逆
に
最
も
遅
い
場
合
、
一
五
九
八
年
～
一
六

〇
二
年
と
い
う
設
定
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
が
一
五
八
〇
年
の

生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
ネ
ッ
ト
が
こ
の
十
八
歳
の
パ
ト
ロ
ン
に
捧
げ
ら
れ

た
と
考
え
る
場
合
の
推
測
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
有
力
な
モ
デ
ル
の
候
補
者
、

サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
伯
の
場
合
、
一
五
七
三
年
生
ま
れ
な
の
で
、
こ
ち
ら
が
十
八
歳

く
ら
い
の
年
代
を
考
え
る
と
一
五
九
一
年
～
一
五
九
五
年
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ソ

ネ
ッ
ト
が
創
作
さ
れ
た
期
間
は
（
前
述
の
通
り
第
百
四
番
か
ら
）
お
よ
そ
三
～
四

年
間
と
推
定
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
十
数
年
の
開
き
が
あ
っ

て
、
最
も
早
い
場
合
は
、
劇
作
の
方
で
は
ご
く
初
期
、
中
間
で
は
、
歴
史
劇
か
ら

喜
劇
の
初
期
、
最
も
遅
い
場
合
は
、
喜
劇
か
ら
悲
劇
の
初
期
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
、
こ
れ
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
年
齢
を
当
て
は
め
る
と
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
の
頃
か
ら
、
三
十
代
の
後
半
ま
で
の
差
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
創
作
期
を
、
二
十
五
歳
か
ら
四
十
五
歳
の
間
と
す
る
と
、
そ
の
最
初
期
か
ら
後

期
ま
で
に
相
当
す
る
わ
け
で
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
書
か
れ
た
時
期
の
設
定
範
囲
に
こ
れ

だ
け
の
開
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
詩
集
の
解
釈
に
大
き

な
違
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。（

別
表
２
参
照
）

制
作
年
代
の
推
定
に
は
幾
つ
か
の
根
拠
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
先
に
挙
げ
た
よ

う
に
「

君
」
の
モ
デ
ル
と
な
る
人

物
の
生
年
も

含
ま
れ
る
が
、
「

私
」
の
方
の
年

齢
設
定
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
無
論
、
モ
デ
ル
が
あ
く
ま
で
モ
デ
ル
に

過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
詩
人
で
あ
る
「
私
」
も
虚
構
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
だ
が
、
詩
篇
の
中
で
繰
り
返
し
記
さ
れ
て
い
る
「
私
」
の
「
老
い
」

に
関
す
る
言
葉
は
、
や
は
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
の
実
感
と
、
そ
れ
に
よ
る

叡
智
の
結
晶
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

制
作
年
代
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
活
動
の
初
期
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
中
期

以
降
と
い
う
推
測
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
制
作
年
代
の
設
定
に

よ
っ
て
、
出
版
の
事
情
も
変
化
す
る
。
即
ち
、
制
作
が
初
期
で
あ
れ
ば
、『

ヴ
ィ
ー
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Her
audit（

though
delayed）

answered
must

be,

And
her
quietus

is
to
render

thee.
（
第
百
二
十
六
番
）

「
彼
女
」
と
は
自
然
の
女
神
で
あ
る
が
、
女
神
に
寵
愛
さ
れ
て
い
る
「
君
」
も
、

「
時
」
に
引
き
渡
さ
れ
る
時
は
来
る
と
い
う
、
こ
の
黙
示
的
な
カ
プ
レ
ッ
ト
に
よ
っ

て
、
ソ
ネ
ッ
ト
劇
は
あ
る
意
味
で
終
幕
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
永

遠
の
夏
も
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
確
か
に
言
葉
は
生

き
残
り
、
詩
が
勝
利
し
た
こ
と
を
、
寂
寞
た
る
哀
し
み
の
中
で
読
者
は
確
認
す
る

で
あ
ろ
う
。

第
百
二
十
七
番
か
ら
第
百
五
十
二
番
の
い
わ
ゆ
る
「
黒
い
女
」
に
関
す
る
ソ
ネ
ッ

ト
は
、
青
年
で
あ
る
「
君
」
に
関
す
る
詩
篇
以
上
に
謎
の
多
い
作
品
群
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
れ
ら
が
第
百
二
十
六
番
の
後
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
不
明

な
の
で
あ
る
が
、
ト
マ
ス
・
ソ
ー
プ
も
こ
れ
ら
の
扱
い
に
は
頭
を
悩
ま
せ
た
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
原
稿
と
し
て
は
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
た
と
想
像

さ
れ
、
最
後
に
付
け
足
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
内
容
的
に
百
二
十
六
番
に
連
続
し

て
い
る
も
の
か
ど
う
か
は
判
別
し
が
た
い
。
一
般
に
は
、
こ
こ
か
ら
は
、『
ソ
ネ
ッ

ト
集
』
の
第
二
部
と
見
な
さ
れ
、
「
君
」
と
の
ド
ラ
マ
の
後
に
「
黒
い
女
」
と
の

ド
ラ
マ
が
始
ま
る
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
バ
ト
ラ
ー
は
「
黒
い
女
」
に
関
す
る
詩
篇
を
、
「
君
」
が
不
貞
を
は
た
ら

く
相
手
と
見
な
し
、
第
三
十
三
番
か
ら
第
四
十
二
番
の
位
置
に
繰
り
上
げ
る
解
釈

を
示
し
て
い
る
。
「
君
」
が
不
義
を
は
た
ら
く
相
手
が
「
私
」
の
恋
人
の
「
黒
い

女
」
だ
と
い
う
最
大
の
論
拠
は
、
第
百
四
十
四
番
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Two
loves

I
have

of
comfort

and
despair,

Which
like

two
spirits

do
suggest

me
still,

The
better

angel
is
a
man
right

fair:

The
worser

spirit
a
woman

coloured
ill.

（
第
百
四
十
四
番
）

そ
う
し
て
、
こ
れ
に
続
く
ソ
ネ
ッ
ト
の
後
半
部
分
に
は
明
ら
か
に
「
君
」
と

「
私
」
と
「
黒
い
女
」
の
三
角
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
確
か
に
詩
人

が
男
性
の
「
君
」
で
は
な
い
、
明
ら
か
に
女
性
と
読
め
る
相
手
に
向
け
て
恋
情
を

綴
っ
た
と
思
わ
れ
る
ソ
ネ
ッ
ト
も
こ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
当
の
女
性

に
つ
い
て
は
「
黒
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ

れ
は
例
え
ば
、
百
二
十
八
番
、
そ
し
て
百
三
十
八
～
百
四
十
番
、
ま
た
百
四
十
五

番
も
相
手
に
関
し
て
は
、（
心
身
と
も
に
）「
黒
」
を
思
わ
せ
る
形
容
は
な
い
。
そ

の
場
合
、
こ
れ
ら
は
詩
人
が
「
黒
い
女
」
と
は
別
の
女
性
を
想
定
し
て
書
い
た
可

能
性
も
あ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
こ
こ
ま
で
の
ソ
ネ
ッ
ト
劇
か
ら
は
、
は
み
出
す
も

の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ソ
ネ
ッ

ト
劇
の
末
尾
に
置
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
最
後
に
置
か
れ
た
第
百
五
十
三
番
と
百
五
十
四
番
の
ペ
ア

は
、
明
ら
か
に
ソ
ネ
ッ
ト
劇
と
は
無
縁
の
詩
篇
で
あ
る
３
。
こ
の
二
篇
に
つ
い
て

は
、
実
際
、
ト
マ
ス
・
ソ
ー
プ
も
置
き
場
所
に
困
っ
て
、
末
尾
に
付
録
の
よ
う
に

付
け
足
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
第
百
五
十
三
、
百
五
十
四
番
は
別
と
し
て
、
第
百
二
十
七
番
以
降
に
関
し
、

拙
訳
書
出
版
の
際
は
、
フ
ォ
リ
オ
版
の
配
列
を
あ
る
程
度
正
当
の
も
の
と
認
め
る

考
え
が
私
に
は
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
百
二
十
六
番
ま
で
を
第
一
部
、
百
二
十
七
番

以
降
を
第
二
部
と
み
な
し
、
次
の
よ
う
な
解
説
文
を
書
い
た
。

「
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は
読
み

進
め
る
に
し
た
が
い
、
青

春
の

賛
美
と

老
年
の

悲
哀

の
底
流
に
あ
る
、
時
間
へ
の
抵
抗
と
い
う
テ
ー
マ
が
次
第
に
巨
き
な
も
の
と
し
て

表
面
に
浮
上
し
て
く
る
。
そ
う
し
て
結
局
は
、
詩
こ
そ
時
間
に
勝
利
す
る
も
の
で

大八木 敦彦FarewelltoTheSonnets 2
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詩
人
は
、
言
葉
の
無
力
と
空
虚
さ
を
主
張
す
る
の
だ
が
、
誤
解
し
て
な
ら
な
い

の
は
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
の
が
や
は
り
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
沈
黙
を

主
張
す
る
の
は
「
真
実
を
語
る
こ
の
沈
黙
」
と
い
う
言
葉
な
の
で
あ
る
。
詩
人
は

言
葉
や
技
巧
に
頼
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
詩
人
は
言
葉
を
否
定
す
る
言
葉

に
よ
っ
て
逆
に
言
葉
に
真
実
を
宿
ら
せ
る
と
い
う
技
巧
を
実
に
巧
み
に
披
露
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

「
君
」
が
好
ま
し
か
ら
ざ
る
者
た
ち
（
男
、
女
、
そ
し
て
他
の
詩
人
た
ち
）
と

付
き
合
い
を
深
め
て
い
る
こ
と
に
絶
望
し
た
「
私
」
は
、
「
君
」
と
距
離
を
置
こ

う
と
す
る
（
あ
る
い
は
、「
君
」
の
方
で
、
も
う
「
私
」
に
よ
り
つ
か
な
く
な
る
）。

第
九
十
七
番
と
第
九
十
八
番
の
不
思
議
な
静
け
さ
に
満
ち
た
二
篇
は
、
そ
の
よ
う

に
し
て
、「
君
」
か
ら
し
ば
し
の
間
離
れ
た
状
態
で
書
か
れ
た
ソ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

前
奏
と
な
る
こ
の
二
篇
の
あ
と
、
第
九
十
九
番
で
は
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
初
め

の
頃
に
見
ら
れ
た
「
君
」
の
美
し
さ
へ
の
賛
美
が
復
活
し
、
詩
神
へ
の
祈
り
に
満

ち
た
第
四
幕
の
主
旋
律
が
開
始
さ
れ
る
。
詩
人
は
必
死
に
詩
の
女
神
の
助
力
を
乞

い
、
「
君
」
へ
の
賛
美
を
復
活
さ
せ
る
が
、
依
然
と
し
て
「
君
」
と
離
れ
た
状
態

の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
暗
示
さ
れ
、
初
め
の
頃
の
よ
う
な
無
垢
な
愛
に
回
帰
す
る

こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
詩
句
の
端
々
か
ら
読
み
取
れ
る
。
そ
の

愛
の
言
葉
は
、
初
期
の
頃
の
よ
う
に
喜
び
と
輝
き
に
満
ち
た
も
の
で
は
な
く
、
例

え
ば
初
期
の
そ
れ
が
、
朝
の
フ
ル
ー
ト
の
よ
う
に
透
明
で
軽
や
か
な
風
の
中
に
響

き
渡
る
音
色
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
百
番
代
以
降
の
詩
句
は
、
あ
た
か
も
黄
昏
に

奏
で
ら
れ
る
チ
ェ
ロ
の
ご
と
く
密
や
か
で
厳
か
な
、
大
地
の
底
に
沈
み
こ
む
よ
う

な
哀
し
み
を
湛
え
た
調
べ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
第
四
幕
で
も
特
に
重
要
な
詩
篇

は
第
百
四
番
で
あ
ろ
う
。

Such
seems

your
beauty

still:
three

winters
cold,

Have
from

the
forests

shook
three

summers'
pride,

Three
beauteous

springs
to
yellow

autumn
turned,

In
process

of
the
seasons

have
I
seen,

Three
April

perfumes
in
three

hot
Junes

burned,

Since
first

I
saw
you
fresh

which
yet
are
green.（

第
百
四
番
）

こ
こ
に
至
り
、
読
者
は
、
「
私
」
が
「
君
」
と
出
会
っ
て
三
年
の
月
日
が
流
れ

去
っ
た
こ
と
を
初
め
て
明
確
に
知
ら
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な

第
十
八
番
（「
君
を
夏
の
日
に
た
と
え
よ
う
か
」）
の
夏
が
、
三
年
を
経
て
、
お
よ

そ
八
十
篇
余
の
ソ
ネ
ッ
ト
が
記
さ
れ
た
間
に
、
も
は
や
同
じ
夏
の
姿
を
と
ど
め
て

は
い
な
い
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
ソ
ネ
ッ
ト
劇
に
終

焉
の
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
最
終
幕
、
三
十
篇
の
ソ
ネ
ッ

ト
の
お
よ
そ
半
数
で
「
時
間
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
無
論
、
偶
然
で

は
な
い
。『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
前
半
に
お
い
て
も
、（

既
に
老
年
に
達
し
て
い
る
と

称
す
る
）
詩
人
は
、
「
時
間
」
に

対
抗
す
る
「
詩
」
の

役
割
と
そ
の

勝
利
を

宣
言

し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
切
迫
し
た
響
き
を
立
て
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
詩
人
自
ら
が
更
に
老
い
を
重
ね
、
美
神
た
る
「
君
」
の
美
し
さ

さ
え
「
実
は
変
わ
っ
て
い
て
目
に
映
ら
な
い
だ
け
か
も
知
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
る

に
至
っ
て
は
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
を
こ
こ
ま
で

辿
っ
て
き
た
読
者
は

驚
き
を

禁
じ

得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
詩
篇
に
お
け
る
詩
人
の
愛
の
最
後
の
深
ま
り
は
、

そ
の
純
粋
さ
ゆ
え
に
、
時
に
は
ま
る
で
独
り
相
撲
の
よ
う
な
虚
し
さ
を
示
し
、
そ

れ
と
共
に
、
詩
篇
の
中
で
の
「
君
」
の
存
在
は
む
し
ろ
希
薄
に
な
っ
て
行
っ
て
、

後
に
は
た
だ
「
私
」
の
愛
の
み
が
残
さ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
第
百
二
十
六
番
で

遂
に
彼
は
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
す
。
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な
る
表
面
上
の
モ
デ
ル
に
過
ぎ
な
い
の
と
同
様
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
自
ら
を

仮
託
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
ソ
ネ
ッ
ト
劇
に
「
詩
人
」
と
い
う
一
人
の
人
物

を
作
り
上
げ
演
技
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
拙
訳
書
の
あ
と
が
き
に
も
記
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
一
体
、
我
々
は
小

説
や
戯
曲
は
初
め
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
読
む
の
が
普
通
な
の
だ
が
、
詩
と

な
る
と
、
か
な
り
の
割
合
で
実
際
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
と
考
え
る
傾
向
に
あ
る

の
は
不
思
議
な
こ
と
だ
。
そ
う
し
て
、
作
品
以
外
、
手
紙
や
日
記
等
の
私
的
な
文

書
を
一
切
残
さ
ず
、
私
生
活
が
不
明
な
ゆ
え
に
、
そ
の
実
在
を
疑
問
視
す
る
学
説

さ
え
い
ま
だ
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
い
う
作
家
に
つ
い
て
考

え
る
時
、
「
私
」
と
い
う
一
人
称
で
語
ら
れ
る
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は
、
多
く
の
評

家
に
と
っ
て
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
記
し
た
通
り
「
隠
さ
れ
た
胸
の
奥
を
開
く
鍵
」

と
見
な
す
に
は
格
好
の
作
品
な
の
だ
。
な
る
ほ
ど
、
主
観
性
を
尊
び
、
自
我
意
識

の
表
現
や
告
白
を
好
む
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
先
達
で
あ
っ
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー

ス
に
と
っ
て
は
、『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
詩
人
の
悩
み
、
苦
し
み
は
、
そ
の
ま
ま
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
肉
声
と
聞
こ
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
に
と
っ
て
詩
が
、
戯
曲
と
異
な
り
私
的
で
個
人
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
や
必
要
は
本
当
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
そ
の
戯
曲
に
お
い
て
は
自
ら
を
隠
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
は
し
ま
い
か
。
そ
う
し
て
、
我
々
の
見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
天
才
の
素
顔

が
、
そ
の
隠
さ
れ
た
も
の
の
中
に
あ
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
表
現
さ
れ
た
も
の
の

方
は
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
が
戯
曲
に
お
い
て
発
揮
し
た
天
才
を
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
に
お
い
て

は
発
揮
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』

に
お
け
る
「
私
」
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
っ
て
は
「
万
の
心
」
の
一
つ
に
過
ぎ

な
い
。
そ
れ
が
読
者
に
と
っ
て
は
彼
の
創
造
し
た
中
で
、
最
も
興
味
深
い
人
物
の

一
人
と
な
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
読
者
あ
る
い
は
評
家
が
お
そ
ら
く
こ
ぞ
っ

て
興
味
を
示
す
の
は
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
詩
人
が
連
綿
と
綴
る
苦
悩
の
表
現
で

あ
ろ
う
。
肉
感
的
な
「
黒
い
女
」
に
身
も
心
も
奪
わ
れ
、
輝
け
る
「
君
」
に
至
高

の
愛
を
捧
げ
た
か
と
思
え
ば
嫉
妬
に
悩
ま
さ
れ
る
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
世

代
の
技
巧
に
長
け
た
教
養
あ
る
詩
人
に
悪
態
を
つ
き
な
が
ら
、
ラ
イ
バ
ル
意
識
に

苦
し
む
詩
人
の
姿
は
、
も
し
も
そ
れ
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
隠
さ
れ
た
胸
の
奥
」

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
願
っ
て
も
な
い
研
究
材
料
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。
如
何
に

隔
絶
し
た
天
才
を
前
に
し
て
も
、
我
々
は
、
そ
の
弱
み
や
失
敗
を
見
つ
け
る
こ
と

で
、
そ
こ
に
常
人
と
変
わ
ら
ぬ
姿
を
発
見
し
、
安
心
し
て
喜
び
を
見
出
そ
う
と
す

る
も
の
な
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て
、
天
才
も
ま
た
凡
人
と
同
じ
と
い

う
認
識
を
い
く
ら
試
み
た
と
こ
ろ
で
、
天
才
の
評
価
に
役
立
つ
こ
と
が
少
し
で
も

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
方
を
換
え
る
な
ら
ば
、
よ
し
ん
ば
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
が

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
隠
さ
れ
た
胸
の
奥
を
開
く
鍵
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
鍵

で
開
い
た
胸
の
奥
に
は
、
も
は
や
知
る
に
足
る
ほ
ど
の
も
の
は
隠
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
確
か
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
っ
て
は
、
当
時
の
い
わ

ゆ
る
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ッ
ツ
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
無
視
で
き
な
い
存
在

で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
彼
ら
が
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
「
私
」
を
悩
ま
せ
る
詩
人
た
ち

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
が
、
言
葉
を
飾

る
術
を
知
ら
ぬ
「
詩
人
」
が
抱
く
劣
等
感
を
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
そ
の
人
の
も
の

と
見
な
す
よ
り
も
、
む
し
ろ
劣
等
感
を
客
体
化
し
て
い
る
そ
の
見
事
さ
に
目
を
向

け
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
次
の
詩
行
は
象
徴
的
な
の
で
あ
る
。

Then
others,

for
the
breath

of
words

respect,

Me
for
my
dumb

thoughts,
speaking

in
effect.

（
第
八
十
五
番
）
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る
。
ト
マ
ス
・
ソ
ー
プ
も
た
ぶ
ん
に
こ
れ
ら
二
十
六
の
詩
篇
を
置
く
場
所
に
は
困
っ

て
、
最
後
に
置
い
て
お
く
よ
り
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
「
黒
い
女
」
詩
篇
は
、
他
と
は
ま
っ
た
く
別
個
の
意
図
で
制
作
さ
れ
た
詩

篇
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
ら
ば
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
第
二

部
と
し
て
末
尾
に
配
置
す
る
の
も
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
黒

い
女
」
は
詩
人
の
愛
人
と
し
て
、
ま
た
「
君
」
の
不
義
の
相
手
と
し
て
、
詩
人
と

「
君
」
と
三
角
関
係
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
り
、

そ
れ
は
ソ
ネ
ッ
ト
劇
の
筋
書
き
と
し
て
も
十
分
に
魅
力
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

「
黒
い
女
」
の
詩
篇
が
本
来
は
、
ず
っ
と
前
の
部
分
に
入
り
込
む
も
の
だ
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
第
三
十
三
番
か
ら
第
四
十
二
番
に
か
け
て
、

「
君
」
が
不
貞
を
は
た
ら
く
相
手
は
「
黒
い
女
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
考
察

に
基
づ
き
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ト
ラ
ー
は
第
三
十
三
番
か
ら
第
四
十
二
番
の
間
に
、

第
百
二
十
七
番
か
ら
百
五
十
二
番
ま
で
を
（
そ
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
ま
た
配
列

も
順
序
ど
お
り
で
は
な
く
）
組
み
込
ん
で
い
る
が
２
、
こ
れ
は
確
か
に
興
味
深
い

解
釈
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
胆
な
配
列
の
変
更
を
示
唆
し
て
い
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ト
ラ
ー

も
、
第
四
十
三
番
か
ら
第
百
十
八
番
ま
で
は
、
ト
マ
ス
・
ソ
ー
プ
の
手
に
な
る
と

思
わ
れ
る
配
列
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
部
分
は
ソ
ー
プ

の
入
手
し
た
原
稿
が
詩
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
配
列
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
部
分
な

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
方
で
は
、
い
く
つ
か
の
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
詩
篇
以

外
は
、
前
後
と
特
に
緊
密
な
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
た
と
え
オ
リ
ジ
ナ
ル

と
相
違
し
て
い
る
に
し
て
も
、
内
容
的
に
こ
の
順
序
で
読
ん
で
も
、
た
ま
た
ま
破

綻
の
生
ず
る
余
地
は
な
い
と
も
言
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

は
「
君
」
へ
の
愛
と
、
旅
に
よ
る
離
別
、
そ
し
て
「
君
」
の
不
義
（
お
よ
び
、
詩

人
の
愛
人
と
の
三
角
関
係
）
を
経
た
後
の
、
愛
の
変
遷
を
た
ど
る
第
三
幕
と
な
る

部
分
で
あ
る
。
各
詩
篇
は
内
容
的
に
す
ん
な
り
と
進
行
し
て
い
る
わ
け
で
は
必
ず

し
も
な
く
、
む
し
ろ
、
波
の
寄
せ
て
は
返
す
よ
う
に
、
一
つ
の
新
し
い
テ
ー
マ
が

現
れ
て
は
、
ま
た
前
の
テ
ー
マ
に
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
ド
ラ
マ
を
形
成
し
て
い
る
。

と
は
言
え
、
そ
れ
が
、
故
意
に
し
く
ま
れ
た
進
行
の
形
式
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
、
本
来
、
正
式
な
配
列
を
な
し
て
い
た
も
の
が
シ
ャ
ッ
フ
ル
さ
れ
て
こ
の
よ
う

な
状
態
に
至
っ
た
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
私
と
し
て
は
、
必
ず

し
も
こ
の
箇
所
の
配
列
を
こ
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
の
が
正
し
い
と
は
思
わ
な
い

の
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
配
列
」
と
い
う
こ
と
が
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
こ
の
問
題
に
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
の
は
避
け
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
、

こ
の
第
三
幕
に
お
け
る
ソ
ネ
ッ
ト
群
に
、
共
通
し
た
特
質
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
詩
人
の
内
省
が
格
段
に
深
ま
り
、
か
つ

て
は
「
君
」
を
称
え
、
詩
の
力
を
信
仰
す
る
存
在
と
し
て
の
み
示
さ
れ
て
い
た
の

が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
自
ら
の
非
力
に
苦
悩
す
る
姿
が
前
面
に
出
さ
れ
、
そ
の
意

味
で
、
主
人
公
が
「
君
」
で
は
な
く
詩
人
自
ら
で
あ
る
と
明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
劇
の
主
人
公
は
、
謎
め
い
た

Ｗ
・

Ｈ
氏
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
で

暗
示
さ
れ
て
、
読

者
や

評
家
を

惑
わ
す

美
神
た
る

「
君
」
で
は
な
い
の
だ
。
本
当
の
主
人
公
は
、「
君
」
に
す
べ
て
を
捧
げ
つ
く
し
、

裏
切
り
に
堪
え
な
が
ら
な
お
、
時
と
闘
い
、
詩
の
力
に
よ
っ
て
真
実
の
愛
を
貫
き

通
す
「
詩
人
」
の
方
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
こ
に
、
我
々
に
と
っ
て
最
も
危

険
な
陥
穽
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
「
詩

人
」
が
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
を

記
し
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
そ
の
人
だ
と
見
な
す
こ

と
で
あ
る
。
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の

中
の
「
詩
人
」
で
あ
る
「
私
」
は
、
あ
く
ま
で

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
創
り
上
げ
た
人
物
で
あ
り
、
ソ
ネ
ッ
ト
劇
の
登
場
人
物
と
し

て
創
造
さ
れ
た
架
空
の
存
在
で
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
、
Ｗ
・
Ｈ
氏
が
「
君
」
の
単
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That
this

huge
stage

presenteth
nought

but
shows

Whereon
the
stars

in
secret

influence
comment.

（
第
十
五
番
）

直
前
の
第
十
四
番
か
ら
の
「
星
」
の
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
最
初
の

四
行
で
劇
作
家
の
素
顔
を
確
か
に
示
し
置
い
て
１
、
カ
プ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
は
詩

人
の
姿
を
我
々
の
前
に
初
め
て
表
す
。

And
all
in
war
with

Time
for
love

of
you,

As
he
takes

from
you,

I
engraft

you
new.

（
第
十
五
番
）

永
遠
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
子
孫
が
や
は
り
確
実
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
詩

に
よ
っ
て
到
達
す
べ
き
か
、
第
十
五
番
か
ら
第
十
七
番
で
逡
巡
を
し
た
末
、
第
十

八
番
、
第
十
九
番
に
お
い
て
詩
人
は
、
詩
を
選
択
す
る
宣
言
を
お
こ
な
う
。
こ
の

二
篇
を
第
一
幕
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
次
の
第
二
十
番
か
ら
は
第
二
幕
、

あ
る
い
は
第
二
楽
章
へ
入
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
調
性
が
変
化

し
、
詩
人
は
「
君
」
に
率
直
に
愛
を
捧
げ
る
詩
篇
を
綴
り
始
め
る
。
も
は
や
、
結

婚
を
勧
め
る
こ
と
も
、
子
孫
を
促
す
こ
と
も
な
く
な
る
の
は
一
見
、
意
外
で
も
あ

る
が
、
詩
人
が
詩
に
よ
っ
て
「
君
」
を
永
遠
の
も
の
と
す
る
決
意
を
固
め
た
以
上
、

詩
人
が
詩
を
孕
み
、
詩
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
「
君
」
を
愛
し
「
君
」
と
一
体

化
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
、
こ
こ
に
詩
人
と
、
そ
の
美
神
た
る
「
君
」
と
の
恋

愛
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
来
、
男
女
間
の
恋
愛
詩
の
典
型
と
し

て
用
い
ら
れ
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
ソ
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
、
男
性
へ
の
結
婚
の
勧

め
と
い
う
異
質
の
モ
チ
ー
フ
を
持
ち
込
む
こ
と
で
開
始
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
が
、
こ
こ
ま
で
は
パ
ト
ロ
ン
へ
の
一
種
の
儀
礼
と
し
て
読
み

取
れ
る
と
し
て
も
、
第
二
十
番
か
ら
は
男
性
同
士
の
恋
愛
詩
へ
と
変
貌
す
る
こ
と

が
多
く
の
評
家
を
惑
わ
し
て
い
る
わ
け
で
、
例
え
ば
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の

『
Ｗ
・
Ｈ
氏
の
肖
像
』
の
よ
う
に
同
性
愛
（
正
確
に
は
、
少
年
愛
）
と
し
て
の
解

釈
も
許
す
余
地
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ソ
ネ
ッ

ト
劇
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
、
詩
人
と
美
神
（
男
性
で
は
あ
る
が
、
中
性
的
な
イ

メ
ー
ジ
も
見
え
隠
れ
す
る
）
と
の
恋
愛
劇
と
し
て
読
む
べ
き
な
の
だ
。

第
二
幕
は
、
冒
頭
こ
そ
幸
福
感
に
満
ち
た
長
調
で
あ
る
が
、
詩
人
が
旅
に
出
て

「
君
」
と
離
れ
、
さ
ら
に
そ
の
間
に
「
君
」
が
不

義
の

過
ち
を

犯
す
こ
と
で

悲
愴

な
短
調
へ
と
転
ず
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
配
列

の
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。

そ
も
そ
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
っ
て
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は

未
完
の
作

品
で

あ
り
、
今
日
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
す
る
こ
の
詩
集
は
不
完
全
な
形
態
の
ま
ま
だ
と
い

う
こ
と
を
、
再
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
、
こ

れ
ら
の
中
に
は
本
格
的
な
劇
作
以
前
の
習
作
群
と
称
す
べ
き
詩
篇
も
含
ま
れ
て
お

り
、
無
論
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
天
才
詩
人
の
魔
術
的
な
言
語
が
横
溢
し
て
は
い
る

も
の
の
、
彼
に
は
こ
の
ソ
ネ
ッ
ト
連
作
を
ひ
と
ま
と
め
の
作
品
と
し
て
完
成
す
る

意
思
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
こ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
以
外

に
散
逸
し
た
詩
篇
も
た
ぶ
ん
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
ト
マ
ス
・

ソ
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
原
稿
を
入
手
し
た
か
は
知

る
べ
く
も
な
い
が
、
お
そ
ら
く
通
し
番
号
の
類
は
最
初
か
ら
な
く
て
、
詩
篇
は
数

篇
ご
と
の
ま
と
ま
り
と
し
て
束
ね
ら
れ
、
ソ
ー
プ
は
そ
の
内
容
に
応
じ
て
配
列
を

決
め
、
何
と
か
体
裁
を
整
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
そ
の
配
列
に
関
し
て
、

様
々
な
議
論
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
中
で
も
最
も
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
、

「
黒
い
女
」
の

登
場
す
る
第

百
二
十
七
番
以

降
の

配
列

位
置
で
あ
る
。
確
か
に
、

『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
末

尾
に
こ
の
「

黒
い
女
」
の
詩
篇
が

謎
め
い
た

付
録
の
よ
う

に
付
け
足
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
て
も
異
様
な
光
景
で
あ
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の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
ま
た
、
共
に
作
品
を
献
呈
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
こ
の
二
人

の
う
ち
、
何
れ
が
真
の
「
Ｗ
・
Ｈ
氏
」
で
あ
る
か
を
決
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
。
今
日
残
さ
れ
た
肖
像
画
を
見
る
か
ぎ
り
、
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
卿
が
そ
の
玲

瓏
白
皙
な
容
姿
に
よ
っ
て
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
冒
頭
か
ら
の
絶
世
の
美
青
年
の
モ

デ
ル
と
し
て
は
一
歩
を
先
ん
じ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る

時
点
で
、
我
々
は
残
念
な
が
ら
、
「
現
実
」
と
、
詩
の
世
界
の
「
真
実
」
と
の
混

同
の
過
誤
に
陥
っ
て
い
る
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
「
Ｗ
・
Ｈ

氏
」
と
い
う
モ
デ
ル
に
関
し
て
は
、
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
か
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
伯
か

で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
ひ
と
た
び
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
中
で
「
永
遠
の
生
命
」
を
得

る
に
至
っ
て
は
、
も
は
や
モ
デ
ル
は
モ
デ
ル
に
過
ぎ
ず
、
ソ
ネ
ッ
ト
に
歌
わ
れ
た

「
君
」
は
、
あ
く
ま
で
ロ
ミ
オ
や
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
同
じ
く
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
想
像

力
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

な
る
ほ
ど
確
か
に
、
詩
人
が
こ
の
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
を
綴
り
始
め
た
契
機
は
パ

ト
ロ
ン
へ
の
献
呈
と
い
う
「
実
利
的
」
な
目
的
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し

て
、
若
い
パ
ト
ロ
ン
の
美
し
さ
を
褒
め
称
え
、
結
婚
を
勧
め
る
と
い
う
「
実
用
的
」

な
名
目
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
ら
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
捧
げ
ら
れ
た
人

物
は
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
中
で
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
「
君
」
と
自
分
自
身
と
が
一
致

し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
は
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
と
っ
て
、

ソ
ネ
ッ
ト
の
中
の
「
君
」
は
、
も
は
や
実
在
の
パ
ト
ロ
ン
と
は
異
な
る
、
純
然
た

る
詩
の
世
界
の
住
人
で
あ
る
。

From
fairest

creatures
we
desire

increase,

That
thereby

beauty's
rose

might
never

die,

But
as
the
riper

should
by
time

decease,

His
tender

heir
might

bear
his
memory:

（
第
一
番
）

『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は
第
一
番
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
実
利
性
と
実
用
性
の
二
本
の

レ
ー
ル
の
上
を
快
速
に
進
み
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
が
、
詩
人
の
筆
先
は
、
若
い
パ
ト

ロ
ン
の
胸
を
く
す
ぐ
り
な
が
ら
も
、
こ
の
世
の
美
と
永
遠
に
つ
い
て
の
真
理
を
深

く
抉
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
に
お
い
て
冒
頭
か
ら

不
可
思
議
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
詩
人
が
な
ぜ
「
君
」
に
向
か
っ
て
、
「
子
孫

を
残
す
」
こ
と
を
勧
め
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
詩
人
は
繰
り
返
し
「
君
」
に
結

婚
を
促
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
君
」
が
女
性
と
結
ば
れ
て
、
愛
し
愛
さ
れ
る
幸
福

を
願
う
か
ら
だ
と
い
う
詩
句
も
記
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
あ
く
ま

で
も
「
子
孫
を
残
す
」
た
め
の
一
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
相
手
が
王
侯
貴
族
の
身
の
上
で
あ
れ
ば
、
世
継
ぎ
の
問
題
は
非
常
に

重
要
で
あ
ろ
う
が
、
詩
人
が
こ
こ
で
「
子
孫
」
に
こ
だ
わ
る
理
由
に
、
身
の
上
云
々

と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
ず
、
理
由
の
第
一
は
「
美
し
さ
」
な
の
で
あ

る
。

即
ち
、
美
と
永
遠
こ
そ
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
を

貫
く

テ
ー

マ
で
あ
り
、
「
君
」

に
象
徴
さ
れ
る
美
が
永
続
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
「
子
孫
」
が
語
ら
れ
て
い
る

の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
も
実
は
単
な
る
序
章
で
あ
っ
て
、
詩
人
の
勧
め
を
容
易
に

聞
き
入
れ
よ
う
と
し
な
い
「
君
」
に
対
し
、
詩
人
は
「
子
孫
」
と
い
う
世
間
一
般

の
（
あ
る
い
は
、
生
物
学
的
に
は
不
変
の
真
理
で
あ
る
）
永
続
の
方
法
か
ら
脱
却

し
、
詩
と
い
う
芸
術
に
よ
っ
て
永
遠
に
達
す
る
道
を
示
す
に
至
る
。
無
論
、
こ
れ

は
詩
人
の

仕
組
ん
だ
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
と
い
う

「
劇
」
の
第
一
幕
と
な
る
部
分
で
あ
る
。（

以
下
、
別
表
１
参
照
）

転
調
は
第
十
五
番
で
訪
れ
る
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
こ
か
ら
本
来
の
テ
ー

マ
が
開
始
さ
れ
る
。

When
I
consider

every
thing

that
grows

Holds
in
perfection

but
a
little

moment.
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単
独
の
劇
作
と
し
て
は
『
冬
物
語
』（
The
Winter's

Tale）
や
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』

（
The
Tempest）

が
あ
る
く
ら
い
で
、
英
国
随
一
の
劇
作
家
と
し
て
功
な
り
、
名

を
遂
げ
た
彼
が
、
故
郷
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
へ
の
隠
遁

を
も
考
え
始
め
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
を
出
版
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
特
別
の
理
由
は
認
め
難
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
『
ソ
ネ
ッ

ト
集
』
の
献
辞
が
、
こ
の
詩
集
出
版
の
他
と
は
異
な
る
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

TO.THE.ONLIE.BEGETTER.OF.
/
THESE.INSUING.

SONNETS.
/
MR.

W.H.

ALL.HAPPINESSE.
/
AND.

THAT.
ETERNITIE.

/
PROMISED.

/
BY.

/

OUR.EVER-LIVING.POET.
/
WISHETH./THE.

WELL-WISHING.
/
ADVENTURER.

IN.
/
SETTING.

/
FORTH.

/
T.T.

古
来
、
評
家
に
よ
っ
て
数
多
の
説
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
未
だ
解
釈
の
定
ま
る
こ

と
の
な
い
こ
の
暗
号
に
も
似
た
献
辞
の
謎
が
解
か
れ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
『
ソ
ネ
ッ

ト
集
』
に
ま
つ
わ
る
謎
の
大
半
は
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
そ
れ
は

こ
の
献
辞
の
せ
い
で
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
謎
が
深
ま
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

決
し
て
な
い
。
こ
の
献
辞
の
あ
る
が
ゆ
え
に
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
は
そ
の
成
立
の

秘
密
の
一
端
を
確
か
に
の
ぞ
か
せ
て
も
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
ま
ず
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
が
「
Ｔ
・
Ｔ
」
、
即
ち
ト
マ
ス
・
ソ
ー
プ

（
Thomas

Thorpe）
と
今
日
で
は
判
明
し
て
い
る
出
版
業
者
の
意
図
に
よ
っ
て
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
作
者
で
は
な
く
、
出
版
人
が

こ
の
よ
う
に
献
辞
を
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
作
者
で
あ
る
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
自
身
に
は
出
版
の
意
志
が
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
作
者
に
は
出
版
の
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
無
断
で
出
版
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え

る
方
が
自
然
な
の
で
あ
る
。

当
時
、
既
に
著
名
な
劇
作
家
で
あ
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
作
品
を

「
売
れ
る
」
と
ふ
ん
で
出
版
し
た
ト
マ
ス
・
ソ
ー
プ
の
慧
眼
は
評
価
す
べ
き
で
あ

る
が
、
詩
人
自
ら
が
編
集
等
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
百
五
十
四

篇
の
構
成
や
配
列
に
問
題
が
生
じ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
最
大
の
謎

と
も
い
う
べ
き
「
Ｗ
・
Ｈ
氏
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ソ
ネ
ッ
ト
の
「
た
だ
ひ
と

り
の
親
」
と
記
さ
れ
て
い
る
「
Ｗ
・
Ｈ
氏
」
に
対
し
て
は
、
今
日
ま
で
、
お
よ
そ

十
数
人
の
候
補
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
説
を
大
別
す
る
と
、
次

の
三
つ
に
な
る
。
即
ち
、
ソ
ネ
ッ
ト
作
中
に
歌
わ
れ
た
人
物
と
す
る
説
、
ソ
ネ
ッ

ト
の
作
者
と
す
る
説
、
そ
し
て
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
出
版
に
大
き
な
役

割
を

果

た
し
た
人
物
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
出
版
に

大
き
な
役

割
を

果
た
し
た
人
物
で
は
、

印
刷
業
者
の

ウ
ィ

リ
ア

ム
・

ホ
ー

ル

（
William

Hall）
ら
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
出
版
に
関
わ
る
者

に
対
し
て
、
「
た
だ
ひ
と
り
の
親
」
と
い
う

形
容
は
あ
ま
り
に
大

仰
に

過
ぎ
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
次
に
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
作
者
と
す
る
説
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

自
身
（
W
illiam

H
imself）

と
い
う

駄
洒

落
と
解
す
る
に
し
て
も
、
あ
る
い
は

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
William

Shakespeare）
で
Ｗ
・
Ｈ
は
Ｗ
・

Ｓ
の
誤
植
と
見
な
す
に
し
て
も
か
な
り
に
苦
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り

も
、
同
じ
献
辞
の
中
で
こ
の
直
後
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
こ
と
を
「
不
滅
の
詩
人
」

と
記
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
Ｗ
・
Ｈ
氏
」
は
「
詩
人
」
と
は
別
個

に
言

及
さ
れ
て
い
る
人
物
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
「
Ｗ
・
Ｈ
氏
」

は
、
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
伯
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
バ
ー
ト
（
William

Herbert,
3rd

Earl
of
Pembroke）

あ
る
い
は
、
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
伯
ヘ
ン
リ
ー
・
リ
ズ
リ
ー

（
Henry

Wriothesley,
3rd

Earl
of
Southampton）

と
す
る
、

諸
説
の
中

で
も
二
大
有
力
説
が
や
は
り
こ
の
場
合
は
順
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
共
に
詩
人
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前
年
度
、
本
紀
要
に
掲
載
し
た
「
F
arewell

to
T
he
Sonnets

」
で
は
、
私

が
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
を
訳
出
し
た
際
に
、
参
考
と
し
た
坪
内
逍

遥
訳
以
来
の
十
点
程
の
既
訳
書
に
関
す
る
、
翻
訳
論
と
し
て
の
総
括
を
記
し
た
。

即
ち
、
原
語
で
あ
る
英
語
と
、
翻
訳
さ
れ
た
日
本
語
の
、
表
現
上
の
問
題
に
の
み

焦
点
を
当
て
た
わ
け
だ
が
、
本
論
で
は
、
も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
ソ
ネ
ッ
ト

の
内
容
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
て
お
く
。
即
ち
、
本
論
は
ソ
ネ
ッ
ト
の
成
立
や
、

詩
中
の
モ
デ
ル
の
問
題
、
そ
し
て
作
者
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
実
像
等
、
こ
の
ソ
ネ
ッ

ト
集
に
ま
つ
わ
る
謎
に
関
す
る
考
察
の
総
括
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
が
、
英
語
に
よ
る
詩

の
最
高
峰
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
世
界
で
も
最
も
美
し
い
詩
集
と
評
さ
れ
な
が
ら
、

こ
れ
ほ
ど
謎
に
満
ち
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
の
編
集
や
出
版
が
、
詩
人
自
ら
の
意

志
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
と
い
う
劇
作
家
は
、
紛
れ
も
な
い
史
上
空
前
の
天
才
詩
人
で
あ
る
が
、

彼
が
そ
の
詩
才
を
注
ぎ
込
も
う
と
し
た
の
は
「
芝
居
」
で
あ
っ
た
。
彼
の
詩
は
台

詞
と
し
て
役
者
の
口
か
ら
朗
々
と
謳
い
あ
げ
ら
れ
、
声
に
乗
せ
ら
れ
て
人
々
の
胸

中
に
達
す
る
こ
と
が
眼
目
で
あ
っ
て
（
彼
の
戯
曲
作
品
が
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ォ
リ

オ
と
し
て
活
字
化
さ
れ
た
の
は
彼
の
死
後
で
あ
る
）
、
詩
集
と
し
て
紙
面
に
記
さ

れ
、
机
上
で
読
ま
れ
る
こ
と
は
決
し
て
本
意
で
は
な
か
っ
た
。

無
論
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
詩
集
と
し
て
生
前
に
出
版
し
た
作
品
が
皆
無
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ー
ニ
ス
』
（
Venus

and
Adonis）

、

『
ル
ー
ク
リ
ー
ス
凌
辱
』
（
The

Rape
of
Lucrece）

の
二
作
は
、
確
か
に
詩
人

自
ら
が
出
版
を
意
図
し
た
。
し
か
し
、
詩
人
の
創
作
活
動
の
最
初
期
に
為
さ
れ
た

こ
れ
ら
の
長
編
詩
は
、
劇
作
の
方
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
間
際
の
作
品
で
あ
っ
た

こ
と
に
加
え
て
、
出
版
さ
れ
た
一
五
九
〇
年
代
初
頭
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
ペ
ス
ト
が

大
流
行
し
劇
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
は
他
に
作
品
発
表
の

方
法
が
な
か
っ
た
と
い
う
特
殊
な
事
情
も
あ
っ
た
。（

尚
、
そ
の
他
の
詩
集
、『

情

熱
の
巡
礼
者
』（
Th
e
Passionate

Pilgrim）
と
『

恋
人
の
嘆
き
』（
A
Lover's

Complaint）
の
二
作
は

収
録
作
の
す

べ
て
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

真
作
と
は

証

明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
「

不
死

鳥
と

雉
鳩
」
（
The

Phoenix
and

the

Turtle）
は
、
他
の
詩
人
の
長
編
詩
に
付
録
と
し
て
付
け
足
さ
れ
た
短
詩
で
あ
る
。）

こ
れ
ら
と
比
較
し
て
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
が
そ
の
出
版
の
事
情
を
全
く
異
に
す
る
の

は
、
ま
ず
、
こ
の
詩
集
が
一
六
〇
九
年
と
い
う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
創
作
活
動
の

最
後
期
に
世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
以
降
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
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